
昭
和
二
十
五
年
大
蔵
省
令
第
十
七
号

相
続
税
法
施
行
規
則

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
及
び
相
続
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
一
号
）

に
基
き
、
相
続
税
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
四
十
八
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
期
限
後
申
告
書
」
又
は
「
修
正
申
告
書
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
続
税
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
期
限
後
申
告
書
又
は
修
正
申

告
書
を
い
う
。

（
漁
業
協
同
組
合
等
の
締
結
し
た
生
命
保
険
契
約
等
に
類
す
る
共
済
に
係
る
契
約
の
要
件
）

第
一
条
の
二
　
相
続
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
一
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の

二
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
第
二
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定

す
る
漁
業
協
同
組
合
又
は
水
産
加
工
業
協
同
組
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
漁
業
協
同
組
合
等
」
と
い
う
。
）

が
、
そ
の
締
結
し
た
生
命
共
済
又
は
傷
害
共
済
に
係
る
契
約
に
よ
り
負
う
共
済
責
任
を
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連

合
会
（
当
該
漁
業
協
同
組
合
等
を
会
員
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
業
務
が
全
国
の
区
域
に
及
ぶ
も
の
に
限

る
。
）
と
の
契
約
に
よ
り
連
帯
し
て
負
担
し
て
い
る
こ
と
（
当
該
契
約
に
よ
り
当
該
漁
業
協
同
組
合
等
が
当
該
共

済
責
任
に
つ
い
て
負
担
部
分
を
有
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
特
定
信
託
の
委
託
者
が
通
知
す
べ
き
事
項
）

第
一
条
の
三
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
六
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
信
託
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
信
託
」
と
い
う
。
）
の
委
託

者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
六
項
に
規
定
す
る
従
前
特
定
信
託
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
従
前
特
定
信
託
」
と

い
う
。
）
の
受
託
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所

及
び
信
託
の
引
受
け
を
し
た
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地

三
　
従
前
特
定
信
託
の
信
託
財
産
の
価
額

四
　
従
前
特
定
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
日
又
は
生
ず
る
日
（
こ
れ
ら
の
日
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
従

前
特
定
信
託
の
効
力
が
生
ず
る
条
件
そ
の
他
の
事
項
）

五
　
従
前
特
定
信
託
の
受
益
者
等
（
法
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
受
益
者
等
を
い
う
。
次
項
第
五
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
が
存
し
な
い
こ
と
と
な
る
要
件

２
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
信
託
の
委
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
特
定
信
託
の
受
託
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
住
所
若
し
く
は
居

所
及
び
信
託
の
引
受
け
を
し
た
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地

三
　
特
定
信
託
の
信
託
財
産
の
価
額

四
　
特
定
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
日
又
は
生
ず
る
日
（
こ
れ
ら
の
日
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
当
該
特
定
信

託
の
効
力
が
生
ず
る
条
件
そ
の
他
の
事
項
）

五
　
特
定
信
託
の
受
益
者
等
が
存
し
な
い
こ
と
と
な
る
要
件

（
受
益
者
等
が
存
し
な
い
信
託
等
の
受
託
者
の
贈
与
税
又
は
相
続
税
の
申
告
書
に
添
付
す
る
明
細
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条
の
四
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
各
信
託
の
信
託
財
産
の
種
類
及
び
課
税
価
格
に
算
入
す
べ
き
価
額

二
　
各
信
託
の
信
託
財
産
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
八
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
に
よ

り
控
除
す
べ
き
金
額

三
　
各
信
託
に
係
る
施
行
令
第
一
条
の
十
第
八
項
に
規
定
す
る
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
額

２
　
施
行
令
第
一
条
の
十
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
各
信
託
の
信
託
財
産
に
つ
い
て
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

控
除
す
べ
き
金
額

（
特
定
贈
与
財
産
を
贈
与
税
の
課
税
価
格
に
算
入
す
る
場
合
の
記
載
事
項
等
）

第
一
条
の
五
　
施
行
令
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
当
該
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
居
住
用
不
動
産
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
居
住
用
不
動
産
」
と
い
う
。
）
又
は
金
銭
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細
並
び
に
そ
の
取
得
の

年
月
日

二
　
当
該
居
住
用
不
動
産
又
は
金
銭
の
う
ち
贈
与
税
の
課
税
価
格
に
算
入
す
る
部
分
に
係
る
こ
れ
ら
の
財
産
の

価
額

三
　
当
該
相
続
の
開
始
の
年
の
前
年
以
前
の
各
年
分
の
贈
与
税
に
つ
き
法
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
て
い
な
い
旨

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
施
行
令
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
同
項
に
規
定
す
る
申

告
書
又
は
更
正
請
求
書
の
提
出
の
時
に
お
い
て
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ

る
書
類
）
と
す
る
。

一
　
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
法
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
か
ら
の
贈
与
を
受
け
た
日
か
ら
十
日
を

経
過
し
た
日
以
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

二
　
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
財
産
の
贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る

贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
が
取
得
し
た
居
住
用
不
動
産
に
関
す
る
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他

の
書
類
で
当
該
贈
与
を
受
け
た
者
が
当
該
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
も
の

（
配
偶
者
に
対
す
る
相
続
税
額
の
軽
減
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
の
記
載
事
項
等
）

第
一
条
の
六
　
施
行
令
第
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
施
行
令
第
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

二
　
被
相
続
人
の
氏
名
並
び
に
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所
及
び
そ
の
死
亡
の
日

三
　
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
又
は
遺
贈
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
の
法
第
十
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
た
日

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
施
行
令
第
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
相
続
又
は
遺
贈
に
係

る
申
告
期
限
後
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
全
部
又
は
一
部
が
共

同
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者
に
よ
つ
て
分
割
さ
れ
な
か
つ
た
事
情
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
関
す
る
訴
え
の
提
起
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
　
訴
え
の
提
起
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
類

二
　
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
関
す
る
和
解
、
調
停
又
は
審
判
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
次
号
に
該
当
す
る

場
合
を
除
く
。
）
　
こ
れ
ら
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
関
し
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
百
八
条
第
一
項
若
し
く
は

第
四
項
（
遺
産
の
分
割
の
方
法
の
指
定
及
び
遺
産
の
分
割
の
禁
止
）
の
規
定
に
よ
り
遺
産
の
分
割
が
禁
止
さ

れ
、
又
は
同
法
第
九
百
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
）
の
規
定
に
よ
り

相
続
の
承
認
若
し
く
は
放
棄
の
期
間
が
伸
長
さ
れ
て
い
る
こ
と
　
こ
れ
ら
の
事
実
及
び
当
該
分
割
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
期
間
又
は
当
該
承
認
若
し
く
は
放
棄
が
伸
長
さ
れ
た
期
間
を
証
す
る
書
類

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
事
情
以
外
の
事
情
　
財
産
の
分
割
が
さ
れ
な
か
つ
た
事
情
の
詳
細
を
記
載
し
た
書
類

３
　
法
第
十
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
　
遺
言
書
の
写
し
、
財
産
の
分
割
の
協
議
に
関
す
る
書
類
（
当
該
書
類
に
当
該
相
続
に
係
る
全
て
の
共
同
相
続

人
及
び
包
括
受
遺
者
が
自
署
し
、
自
己
の
印
を
押
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
写
し
（
当
該
自
己
の
印
に
係

る
印
鑑
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
の
財
産
の
取
得
の
状
況
を
証
す
る
書
類

1



二
　
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
法
第
十
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す

る
申
告
書
又
は
更
正
請
求
書
を
提
出
す
る
際
に
当
該
財
産
の
全
部
又
は
一
部
が
共
同
相
続
人
又
は
包
括
受
遺
者

に
よ
つ
て
ま
だ
分
割
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
又
は
更
正
請
求
書
の
提
出
後
に
分
割
さ
れ

る
当
該
財
産
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
並
び
に

分
割
さ
れ
て
い
な
い
事
情
及
び
分
割
の
見
込
み
の
詳
細

（
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
の
添
付
書
類
）

第
二
条
　
施
行
令
第
四
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
（
以
下

「
特
定
障
害
者
」
と
い
う
。
）
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
書
類

イ
　
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号
（
障

害
者
及
び
特
別
障
害
者
の
範
囲
）
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る

者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第

九
条
第
六
項
（
更
生
援
護
の
実
施
者
）
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害

者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
に
規
定
す
る
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
精
神
保
健
指
定
医
の
証
明
書

ロ
　
所
得
税
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
同
条
第
一

項
第
二
号
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

ハ
　
所
得
税
法
施
行
令
第
十
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

ニ
　
所
得
税
法
施
行
令
第
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
戦
傷
病
者
手
帳
の
写
し

ホ
　
所
得
税
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
同
号
の
規
定
に
該
当
す
る
者
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
大
臣
の
証
明
書

ヘ
　
所
得
税
法
施
行
令
第
十
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
そ
の
障
害
の
程
度
が
同
条
第
二
項
第
一
号

若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
同
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
市
町
村
長
等
の
認

定
を
受
け
て
い
る
者
若
し
く
は
同
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
そ
の
障
害
の
程
度
が
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
市
町
村
長
等
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
条
第
二
項
第

六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
者
　
こ
れ
ら
の
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
該
市
町
村
長

等
の
証
明
書

二
　
施
行
令
第
四
条
の
十
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
信
託
受
益
権
の
価
額
の
計
算
の
明
細
書

（
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
三
条
　
施
行
令
第
四
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
（
定
義
）
に
規
定

す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
前
号
の
特
定
障
害
者
が
既
に
提
出
し
た
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告

書
（
以
下
「
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
」
と
い
う
。
）
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
扶
養

信
託
契
約
（
以
下
「
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
信
託
の
委
託
者
の
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
並
び
に
当
該
信
託
の
受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
現
に
当
該
信
託
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱

う
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
託
者
の
営
業
所
等
（
以
下
「
受
託
者
の
営
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及
び

所
在
地

三
　
前
号
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
信
託
さ
れ
た
財
産
に
係
る
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
信
託
受
益
権
（
以
下
第
六
条
ま
で
に
お
い
て
「
信
託
受
益
権
」
と
い
う
。
）
の
価
額
及
び
当
該
信
託

受
益
権
の
価
額
の
う
ち
同
号
の
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
部

分
の
価
額
並
び
に
そ
の
信
託
が
さ
れ
た
年
月
日

四
　
前
号
の
財
産
の
う
ち
施
行
令
第
四
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
取
消
権
の
行
使
が
あ
つ
た
部
分
の
種
類
、

数
量
及
び
所
在
場
所
の
明
細
又
は
同
項
に
規
定
す
る
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
に
基
づ
き
支
払
う
べ
き
金
銭
の
額

並
び
に
当
該
取
消
権
の
行
使
又
は
当
該
請
求
の
基
因
と
な
つ
た
事
情
の
詳
細
及
び
そ
の
事
実
の
生
じ
た
年
月
日

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
施
行
令
第
四
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
（
以
下
「
障
害
者
非
課
税
信
託

取
消
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
受
理
し
た
受
託
者
の
営
業
所
等
の
長
は
、
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書

に
、
当
該
受
託
者
の
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

（
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条
　
施
行
令
第
四
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号

二
　
前
号
の
特
定
障
害
者
が
既
に
提
出
し
た
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
係
る
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に

基
づ
く
信
託
の
委
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
並
び
に
当
該
信
託
の
受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に

現
に
当
該
信
託
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
受
託
者
の
営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
前
号
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
信
託
さ
れ
た
財
産
の
種
類
、
数
量
、
所
在
場
所
の
明
細
及

び
そ
の
信
託
さ
れ
た
年
月
日
並
び
に
当
該
財
産
に
係
る
信
託
受
益
権
の
価
額
及
び
当
該
信
託
受
益
権
の
価
額
の

う
ち
同
号
の
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

た
部
分
の
価
額

四
　
前
号
の
信
託
受
益
権
が
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
情
又
は
施
行
令
第
四
条
の
十
五
第
一
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の

請
求
の
基
因
と
な
つ
た
事
情
の
詳
細
及
び
そ
の
事
情
の
生
じ
た
年
月
日

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
施
行
令
第
四
条
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
（
以
下
「
障
害
者
非
課
税
信
託

廃
止
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
受
理
し
た
受
託
者
の
営
業
所
等
の
長
は
、
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書

に
、
当
該
受
託
者
の
法
人
番
号
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

（
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
五
条
　
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
当
該
特
定
障
害
者
が
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居

所
の
変
更
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
特
定
障
害
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）

二
　
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
変
更
前
の
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
個
人
番
号
及
び
当

該
変
更
後
の
氏
名
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
個
人
番
号

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
特
定
障
害
者
が
個
人
番
号
の
変
更
を
し
た
場
合
に
提

出
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
理
し
た
受
託
者
の
営
業
所
等
の
長
は
、
当
該
申
告
書
に
、
当
該
申
告
書
を
提
出
し

た
特
定
障
害
者
の
個
人
番
号
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
障
害
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号

二
　
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
前
の
営
業
所
等
及
び
同
項
に
規
定
す
る
受
託
者
の
他
の
営
業
所

等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
の
添
付
書
類
の
提
出
の
特
例
）

第
五
条
の
二
　
施
行
令
第
四
条
の
十
七
第
三
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
方
法

（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
特
定
障
害
者
は
、
施
行
令
第
四
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
受
託
者
の
営
業
所
等
に
対
し
、
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推

進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
第
二
号
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に

よ
る
申
請
等
）
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
し
た
当
該
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
同

号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
と
併
せ
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
受
託
者
の
変
更
等
が
あ
つ
た
場
合
に
提
出
す
べ
き
書
類
の
記
載
事
項
）

第
六
条
　
施
行
令
第
四
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ

か
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
。

一
　
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託
に
関
す
る
事
務
の
全
部
の
移
管
が
さ
れ
た
施
行
令
第
四
条
の
十

八
第
一
項
に
規
定
す
る
移
管
先
の
営
業
所
等
の
名
称
、
所
在
地
（
受
託
者
の
変
更
に
よ
り
当
該
移
管
が
さ
れ
た
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場
合
に
は
、
当
該
移
管
が
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
他
の
受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
移
管
先
の

営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
法
人
番
号
並
び
に
そ
の
移
管
が
さ
れ
た
年
月
日

二
　
前
号
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託
に
関
す
る
事
務
の
全
部
の
移
管
を
し
た
受
託
者
の
営
業

所
等
の
名
称
及
び
所
在
地
（
受
託
者
の
変
更
に
よ
り
当
該
移
管
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
移
管
を
し
た
受
託
者

の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
移
管
を
し
た
当
該
受
託
者
の
営
業
所
等
の
名
称
及
び
所
在
地
）

三
　
第
一
号
の
移
管
に
係
る
同
号
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託
の
受
益
者
で
あ
る
特
定
障
害
者

の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
並
び
に
当
該
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
信
託
さ
れ
た
財
産
の
種

類
、
数
量
及
び
所
在
場
所
並
び
に
そ
の
信
託
さ
れ
た
年
月
日

四
　
前
号
の
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
い
て
信
託
さ
れ
た
財
産
に
係
る
信
託
受
益
権
の
価
額
及
び
当
該

信
託
受
益
権
の
価
額
の
う
ち
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
た
部
分
の
価
額

五
　
前
号
の
信
託
受
益
権
に
つ
き
既
に
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

旨
、
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
を
提
出
し
た
年
月
日
及
び
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書

に
記
載
さ
れ
た
施
行
令
第
四
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
信
託
受
益
権
減
価
額
並
び
に
当
該
信
託
受
益
権
の

価
額
の
う
ち
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
た
部
分
の
価
額
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
価
額

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
受
託
者
の
営
業
所
等
に
お
け
る
帳
簿
書
類
の
整
理
保
存
等
）

第
七
条
　
受
託
者
の
営
業
所
等
の
長
は
、
そ
の
作
成
し
た
施
行
令
第
四
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
帳
簿
並
び
に

障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
（
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
添
付
さ
れ
た
施
行
令
第
四
条
の
十
第
一
項
に

規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障

害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
及
び
施
行
令
第
四
条
の
十
六
第
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る

異
動
申
告
書
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
」
と
い
う
。
）

の
写
し
を
、
各
人
別
に
整
理
し
、
当
該
帳
簿
及
び
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
係
る
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ

い
て
財
産
の
信
託
が
さ
れ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
又
は
当
該
信
託
が
終

了
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
十
二
月
三
十
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
受
託
者
の
営
業
所
等
の
長
は
、
特
定
障
害
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
、
障
害
者

非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
又
は
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書

を
受
理
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
申
告
書
の
写
し
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
申
告

書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
同
項
の
帳
簿
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
等
の
書
式
）

第
八
条
　
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
及

び
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
の
書
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
よ

る
。

２
　
国
税
庁
長
官
は
、
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
書
式
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
所
要

の
事
項
を
付
記
す
る
こ
と
又
は
一
部
の
事
項
を
削
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
庁
長
官
は
、

併
せ
て
こ
れ
ら
の
用
紙
の
大
き
さ
を
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
大
き
さ
以
外
の
大
き
さ
（
産

業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
（
日
本
産
業
規
格
）
に
規
定
す
る
日
本

産
業
規
格
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
の
添
附
書
類
）

第
九
条
　
法
第
二
十
一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
　
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
及
び
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
法
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
財
産
の
贈
与
を
受
け
た

日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

二
　
法
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
者
が
取
得
し
た
同
項
に
規
定
す
る
居
住
用
不
動
産
に

関
す
る
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
贈
与
を
受
け
た
者
が
当
該
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と

を
証
す
る
も
の

（
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
記
載
事
項
）

第
十
条
　
法
第
二
十
一
条
の
九
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
九
第
二
項
に
規
定
す
る
届
出
書
（
以
下
「
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
」
と
い
う
。
）

を
提
出
す
る
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
又
は
施
行

令
第
五
条
第
一
項
後
段
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
す
る
者
に
あ

つ
て
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
又
は
居
所
）
並
び
に
法
第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
の
贈
与
を
し
た
者
と

の
続
柄

二
　
前
号
の
贈
与
を
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
又
は
居
所

三
　
第
一
号
の
提
出
す
る
者
が
年
の
中
途
に
お
い
て
法
第
二
十
一
条
の
九
第
四
項
の
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続

人
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続
人
と
な
つ
た
事
由
及
び
そ
の
年
月
日

四
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
前

項
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住

所
又
は
居
所
及
び
そ
の
死
亡
の
年
月
日
並
び
に
法
第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
の
贈
与
を
し
た
者
と
の
続
柄

二
　
前
号
の
贈
与
を
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
又
は
居
所

三
　
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
、
住

所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
又
は
施
行
令
第
五
条
の
六
第
一
項
後
段
の
規
定
若
し

く
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書

を
提
出
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）
並
び
に
第
一
号
の
被
相
続
人
と
の
続
柄

四
　
第
一
号
の
被
相
続
人
が
年
の
中
途
に
お
い
て
法
第
二
十
一
条
の
九
第
四
項
の
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続
人

と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続
人
と
な
つ
た
事
由
及
び
そ
の
年
月
日

五
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
旨

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
添
付
書
類
）

第
十
一
条
　
施
行
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の

提
出
を
す
る
者
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
そ
の
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
並
び
に
そ
の
者
が
法

第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
の
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続
人
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。

２
　
施
行
令
第
五
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
す
る
者
の
戸
籍
の
謄

本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
同
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
全
て
の
相
続
人
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二
　
前
号
の
被
相
続
人
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
被
相
続
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
そ

の
死
亡
の
年
月
日
並
び
に
当
該
被
相
続
人
が
法
第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
の
贈
与
を
し
た
者
の
推
定
相
続
人
に

該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
相
続
時
精
算
課
税
に
係
る
贈
与
税
の
特
別
控
除
）

第
十
二
条
　
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
法
第
二
十
一
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
者
（
以
下
「
特
定
贈
与

者
」
と
い
う
。
）
ご
と
の
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
分
の
当
該
特
定
贈
与
者
に
係
る
贈
与

税
の
課
税
価
格
、
法
第
二
十
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
金
額
（
第
十
三
条
第
一
項
第

七
号
及
び
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
相
続
時
精
算
課
税
に
係
る
基
礎
控
除
額
」
と
い
う
。
）
及
び

贈
与
税
額
そ
の
他
の
贈
与
税
の
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細

二
　
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
提
出
を
し
た
税
務
署
の
名
称
及
び
そ
の
提
出
に
係
る
年
分

三
　
既
に
当
該
特
定
贈
与
者
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
十
二
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
て
控
除
し
た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
控
除
を
受
け
た
年
分
及
び
当
該
控
除
を
受
け
た

年
分
の
贈
与
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
税
務
署
の
名
称

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

3



（
耐
用
年
数
）

第
十
二
条
の
二
　
施
行
令
第
五
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
耐
用
年
数
は
、
配
偶
者
居
住
権
の

目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
全
部
が
住
宅
用
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
物
に
係
る
減
価
償
却
資

産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
に
定
め
る
耐
用
年
数
と
す
る
。

（
配
偶
者
の
平
均
余
命
）

第
十
二
条
の
三
　
施
行
令
第
五
条
の
七
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
平
均
余
命
は
、
厚
生
労
働

省
の
作
成
に
係
る
完
全
生
命
表
に
掲
げ
る
年
齢
及
び
性
別
に
応
じ
た
平
均
余
命
と
す
る
。

（
法
定
利
率
に
よ
る
複
利
の
計
算
で
現
価
を
算
出
す
る
た
め
の
割
合
）

第
十
二
条
の
四
　
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
法
定
利
率
に
一

を
加
え
た
数
を
同
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
年
数
で
累
乗
し
て
得
た
数
を
も
つ
て
一
を
除

し
て
得
た
割
合
（
当
該
割
合
に
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と

す
る
。

（
複
利
年
金
現
価
率
）

第
十
二
条
の
五
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
複
利
年
金
現
価
率
は
、
一
か
ら
特
定
割
合
（
同
項

の
定
期
金
給
付
契
約
に
係
る
予
定
利
率
に
一
を
加
え
た
数
を
給
付
期
間
の
年
数
で
累
乗
し
て
得
た
数
を
も
つ
て
一

を
除
し
て
得
た
割
合
を
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
数
を
当
該
予
定
利
率
で
除
し
て
得
た
割
合
（
当
該
割
合
に
小
数

点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
給
付
期
間
の
年
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
定
期
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

年
数
と
す
る
。

一
　
有
期
定
期
金
　
定
期
金
給
付
契
約
に
関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
時
に
お
け
る
当
該
契
約
に
基
づ
き
定
期
金
の

給
付
を
受
け
る
べ
き
残
り
の
期
間
に
係
る
年
数
（
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
た
年

数
）

二
　
終
身
定
期
金
　
定
期
金
給
付
契
約
に
関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
時
に
お
け
る
そ
の
目
的
と
さ
れ
た
者
に
係
る

施
行
令
第
五
条
の
八
に
規
定
す
る
余
命
年
数

（
定
期
金
給
付
契
約
の
目
的
と
さ
れ
た
者
に
係
る
平
均
余
命
）

第
十
二
条
の
六
　
施
行
令
第
五
条
の
八
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
平
均
余
命
は
、
厚
生
労
働
省
の
作
成
に
係

る
完
全
生
命
表
に
掲
げ
る
年
齢
及
び
性
別
に
応
じ
た
平
均
余
命
（
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
た
年
数
）
と
す
る
。

（
複
利
年
金
終
価
率
）

第
十
二
条
の
七
　
法
第
二
十
五
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
複
利
年
金
終
価
率
は
、
特
定
割
合
（
同
条
の
定
期
金
給
付

契
約
に
係
る
予
定
利
率
に
一
を
加
え
た
数
を
払
込
済
期
間
の
年
数
で
累
乗
し
て
得
た
割
合
を
い
う
。
）
か
ら
一
を

控
除
し
た
残
数
を
当
該
予
定
利
率
で
除
し
て
得
た
割
合
（
当
該
割
合
に
小
数
点
以
下
三
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
。
）
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
払
込
済
期
間
の
年
数
は
、
同
項
の
定
期
金
給
付
契
約
に
基
づ
く
掛
金
又
は
保
険
料
の
払
込
開

始
の
日
か
ら
当
該
契
約
に
関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
日
ま
で
の
年
数
（
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
上
げ
た
年
数
）
と
す
る
。

（
相
続
税
の
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
三
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
課
税
価
格
（
法
第
十
九
条
又
は
第
二
十
一
条
の
十
四
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
八
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
課
税
価
格
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
さ
れ
た
金
額
）
及
び
相
続

税
額

二
　
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
（
当
該
被
相
続
人
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
で
法
第
二
十
一
条
の

九
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
係
る
贈
与
を
含
む
。
）
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
全
て
の
者
に
係

る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
相
続
税
の
課
税
価
格
の
合
計
額
及
び
当
該
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
算
出

し
た
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
相
続
税
の
総
額
そ
の
他
相
続
税
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
事
項

三
　
納
税
義
務
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
（
当
該
納
税
義
務
者
が
法
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
信

託
の
受
託
者
（
当
該
信
託
に
関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
相
続
税
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け

る
当
該
信
託
の
受
託
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
受
託
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
本
店
若
し
く
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
及
び
信
託
の
引
受
け
を
し
た
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地
並
び
に
当
該
信
託
の
名
称
と
し
、
当
該
納
税
義
務
者
が
法
第
六
十
六
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
社
団
若
し
く
は
財
団
若
し
く
は
同
条
第
四
項
の
持
分
の
定
め
の
な
い
法
人
又
は
法
第
六
十
六
条

の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
一
般
社
団
法
人
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
社
団
等
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
場
合
に
は
当
該
社
団
等
の
名
称
及
び
主
た
る
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在
地
並
び
に
当

該
社
団
等
の
代
表
者
又
は
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並

び
に
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
又

は
居
所
）

四
　
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
百
十
七
条
第
二
項
（
納
税
管
理
人
）
の
規
定
に
よ
り

届
け
出
た
納
税
管
理
人
が
当
該
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
管
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に

納
税
地

五
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所

六
　
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
（
法
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
加
算
対
象
贈
与
財
産
（
当
該
加
算
対
象
贈
与
財
産
の
う
ち
同
項
の
相
続
の
開
始
前
三
年
以
内
に
取
得

し
た
財
産
以
外
の
財
産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り
百
万
円
を
控
除
し
た
残
額
が
な
い
場
合
に

は
、
当
該
財
産
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細
、
当
該
財
産
の
取
得
の

事
由
並
び
に
そ
の
取
得
の
年
月
日

七
　
法
第
二
十
一
条
の
十
四
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
八
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
時
精
算
課

税
選
択
届
出
書
の
提
出
を
し
た
税
務
署
の
名
称
及
び
そ
の
提
出
に
係
る
年
分
並
び
に
法
第
二
十
一
条
の
九
第
三

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
財
産
（
当
該
財
産
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
分
の
贈
与
税
の
課
税
価
格
か
ら
法

第
二
十
一
条
の
十
一
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
し
た
残
額
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
法
第
二
十
八
条
の
贈
与
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
税
務
署
の
名
称
、
当
該
申
告
書
を
提
出
し
た
年

分
並
び
に
当
該
財
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細
、
当
該
財
産
の
取
得
の
事
由
並
び
に
そ
の

取
得
の
年
月
日
並
び
に
課
税
価
格
、
相
続
時
精
算
課
税
に
係
る
基
礎
控
除
額
及
び
贈
与
税
額

八
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
税
価
格
に
算
入
し
な
い
財
産
に
関
す
る
事
項

九
　
法
第
十
三
条
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
条
の
二
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
の
十
五
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
八
ま

で
の
規
定
並
び
に
施
行
令
第
一
条
の
十
第
五
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ

る
控
除
（
法
以
外
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
相
続
税
額
の
控
除
を
含
む
。
）
並
び
に
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
加
算
に
関
す
る
事
項

十
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
納
税
に
係
る
権
利
又
は
義
務
の
承
継
を
し
た

者
が
提
出
す
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
前
項
第
三
号
及
び
第
四

号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
の
死
亡
し
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住

所
又
は
居
所
並
び
に
そ
の
死
亡
の
年
月
日

二
　
当
該
承
継
を
し
た
者
の
承
継
の
割
合
及
び
当
該
承
継
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
承
継
を

し
た
者
が
前
号
の
死
亡
し
た
者
に
係
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額

三
　
当
該
承
継
を
し
た
者
が
限
定
承
認
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨

四
　
自
己
の
納
付
す
べ
き
相
続
税
額

五
　
第
一
号
の
死
亡
し
た
者
に
係
る
前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

（
死
亡
し
た
者
に
係
る
相
続
税
の
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
四
条
　
施
行
令
第
六
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令

で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所
並
び
に
そ
の
死
亡
の
年
月
日
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二
　
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
申
告
書
を
提
出
す
る
者
が
当
該
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
受
け
た

利
益
の
価
額
及
び
当
該
利
益
の
価
額
の
相
続
人
の
全
員
が
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
受
け
た
利
益
の
価
額
の
合
計

額
に
対
す
る
割
合

三
　
自
己
の
納
付
す
べ
き
相
続
税
額

四
　
死
亡
し
た
者
に
係
る
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項

（
還
付
を
受
け
る
た
め
の
相
続
税
の
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
課
税
価
格
（
法
第
十
九
条
又
は
第
二
十
一
条
の
十
四
か
ら
第
二
十
一
条
の
十
八
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
は
、
課
税
価
格
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
さ
れ
た
金
額
）
及
び
法
第
二

十
一
条
の
十
五
第
三
項
又
は
第
二
十
一
条
の
十
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
贈
与
税
の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を

控
除
す
る
前
の
相
続
税
額

二
　
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三
　
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
相
続
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
つ
た
金
額

２
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
納
税
に
係
る
権
利
又
は
義
務
の
承
継
を
し
た

者
が
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
申
告
書
に

記
載
す
べ
き
事
項
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二
　
自
己
が
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額

三
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
の
死
亡
し
た
者
に
係
る
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
並
び
に
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

３
　
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
当
該
申
告
書
の
提
出
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
相
続
人
が
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
自
己
が
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額

三
　
死
亡
し
た
者
に
係
る
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
並
び
に
第
一
項
第
一
号
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

（
相
続
税
の
申
告
書
に
添
付
す
る
明
細
書
の
記
載
事
項
等
）

第
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所
（
当
該
被
相
続
人
に
係
る
相
続
人
の
う
ち

に
法
第
二
十
一
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
（
以
下
「
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
」

と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
を
提
出
し

た
後
の
住
所
又
は
居
所
の
異
動
の
明
細
を
含
む
。
）

二
　
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
財
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細

三
　
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
債
務
の
債
権
者
別
の
種
類
及
び
金
額
の
明
細
並
び
に
債
権
者
の
氏
名
又
は

名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

四
　
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
（
法
第
二
十
一
条
の
九
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
財
産
に
係
る
贈
与

を
含
む
。
）
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
全
て
の
者
が
こ
れ
ら
の
事
由
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
又
は
承
継
し
た
債

務
の
各
人
ご
と
の
明
細

五
　
被
相
続
人
の
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
相
続
人
に
関
す
る
事
項

六
　
法
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
被
相
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
い
て
法
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
の
特
定
一
般
社
団
法
人
等
が
有
す
る
財
産

の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細

ロ
　
イ
の
特
定
一
般
社
団
法
人
等
に
係
る
施
行
令
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

の
明
細

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
明
細
書
に
記
載
す
べ
き
事

項
は
、
前
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
第
二
十
九
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
（
当
該
書
類
を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の
を
含
む
。
）

イ
　
相
続
の
開
始
の
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
の
謄
本
で
被
相
続
人
の
全
て
の
相

続
人
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

ロ
　
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
二
百
四
十
七
条
第
五
項
（
法
定
相
続
情
報
一

覧
図
）
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
の
う
ち
、

被
相
続
人
と
相
続
人
と
の
関
係
を
系
統
的
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
つ
て
当
該
被
相
続
人
の
子
が
実
子
又
は
養

子
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
別
が
記
載
さ
れ
た
も
の
（
被
相
続
人
に
養
子
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
写
し
及
び

当
該
養
子
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
）

二
　
被
相
続
人
に
係
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
の
開
始
の
日
以
後
に
作
成
さ
れ
た
当

該
被
相
続
人
の
戸
籍
の
附
票
の
写
し
又
は
当
該
写
し
を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の

三
　
法
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
の
開
始
の
日
以
後
に
作
成
さ
れ
た
同

項
の
特
定
一
般
社
団
法
人
等
の
登
記
事
項
証
明
書

（
贈
与
税
の
申
告
書
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
特
定
贈
与
者
ご
と
の
課
税
価
格
、
相
続
時
精
算
課
税
に
係
る
基
礎
控
除
額
及
び
贈
与
税
額
、
法
第
九
条
の
四

第
一
項
又
は
第
二
項
の
信
託
に
係
る
委
託
者
ご
と
の
課
税
価
格
及
び
贈
与
税
額
並
び
に
特
定
贈
与
者
及
び
当
該

委
託
者
以
外
の
者
に
係
る
課
税
価
格
及
び
贈
与
税
額
並
び
に
こ
れ
ら
の
贈
与
税
額
の
合
計
額

二
　
納
税
義
務
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
（
当
該
納
税
義
務
者
が
法
第
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
信

託
の
受
託
者
（
当
該
信
託
に
関
す
る
権
利
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
贈
与
税
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け

る
当
該
信
託
の
受
託
者
に
限
る
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
受
託
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
本
店
若
し
く
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
及
び
信
託
の
引
受
け
を
し
た
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地
並
び
に
当
該
信
託
の
名
称
並
び
に
委
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
し
、
当
該

納
税
義
務
者
が
法
第
六
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
社
団
若
し
く
は
財
団
又
は
同
条
第
四
項
の
持
分
の

定
め
の
な
い
法
人
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
社
団
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
社
団
等
の
名
称

及
び
主
た
る
営
業
所
若
し
く
は
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在
地
並
び
に
当
該
社
団
等
の
代
表
者
又
は
管
理
者
の
氏

名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
す
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
（
個
人

番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）

三
　
国
税
通
則
法
第
百
十
七
条
第
二
項
（
納
税
管
理
人
）
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
納
税
管
理
人
が
当
該
申
告
書

を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
管
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
納
税
地

四
　
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
財
産
の
贈
与
を
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

五
　
前
号
の
贈
与
を
し
た
者
が
当
該
贈
与
に
係
る
特
定
贈
与
者
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び

当
該
特
定
贈
与
者
に
係
る
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
提
出
を
し
た
税
務
署
の
名
称
及
び
そ
の
提
出
に
係

る
年
分

六
　
第
四
号
の
贈
与
を
し
た
者
（
第
一
号
の
委
託
者
を
含
む
。
）
の
異
な
る
ご
と
に
、
そ
の
年
に
お
い
て
取
得
し

た
財
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所
の
明
細
、
当
該
財
産
の
取
得
の
事
由
並
び
に
そ
の
取
得
の
年

月
日

七
　
法
第
二
十
一
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課

税
価
格
に
算
入
し
な
い
財
産
に
関
す
る
事
項

八
　
法
第
二
十
一
条
の
八
の
規
定
並
び
に
施
行
令
第
一
条
の
十
第
五
項
及
び
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

控
除
に
関
す
る
事
項

九
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
贈
与
税
の
申
告
書
に
記
載

す
べ
き
事
項
は
、
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
事
項
並
び
に
死
亡
し
た
者
に
係
る
同
項
第
一
号
及
び
第
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四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
自
己
の
納
付
す
べ
き
贈
与
税
額
並
び
に
第
十
四
条
第
一
号
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
者
で
当
該
申
告
書
を
提
出
し

な
い
で
そ
の
提
出
期
限
後
に
死
亡
し
た
も
の
の
相
続
人
が
当
該
申
告
書
に
係
る
期
限
後
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
期
限
後
申
告
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
相
続
税
に
係
る
期
限
後
申
告
書
等
の
記
載
事
項
）

第
十
八
条
　
相
続
税
に
係
る
期
限
後
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
で
法
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る

事
由
又
は
法
第
五
十
一
条
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
に
基
づ
い
て
提
出
す
る
も
の
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
第
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
二
十
七
条
第
二
項
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
相
続
人
又
は
施
行
令
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
相
続
人
が
当
該
期
限

後
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事

項
）
又
は
国
税
通
則
法
第
十
九
条
第
四
項
各
号
（
修
正
申
告
書
の
記
載
事
項
）
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
そ
の
旨

及
び
当
該
事
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
書
を
提
出
し
た
者
（
そ
の
者
に
係
る
相
続
人
を

含
む
。
）
が
前
項
に
規
定
す
る
事
由
に
基
づ
い
て
提
出
す
る
修
正
申
告
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
連
帯
納
付
義
務
者
に
通
知
す
べ
き
事
項
）

第
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
の
納
税
義
務
者
の
相
続

税
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
当
該
相
続
税
が
完
納
さ
れ
て
い
な
い
旨

二
　
当
該
相
続
税
に
つ
い
て
法
第
三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
同
項
に
規
定
す
る
連
帯
納
付

義
務
者
に
同
条
第
一
項
本
文
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
旨

三
　
当
該
相
続
税
に
係
る
被
相
続
人
の
氏
名

四
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
法
人
に
類
す
る
法
人
）

第
十
九
条
　
施
行
令
第
十
三
条
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
と
す
る
。

一
　
そ
の
発
行
す
る
株
式
（
出
資
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
（
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
へ
の
登
録
）
に
規
定

す
る
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
（
第
三
号
に
お
い
て
「
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
」
と
い
う
。
）
に

登
録
さ
れ
て
い
る
法
人

二
　
そ
の
発
行
す
る
株
式
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
に
類

す
る
も
の
で
あ
つ
て
外
国
に
所
在
す
る
も
の
に
上
場
さ
れ
て
い
る
法
人

三
　
そ
の
発
行
す
る
株
式
が
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
原
簿
に
類
す
る
も
の
で
あ
つ
て
外
国
に
備
え
ら
れ
て
い
る

も
の
に
登
録
さ
れ
て
い
る
法
人

（
延
納
申
請
書
等
の
記
載
事
項
等
）

第
二
十
条
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
五
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
延
納
を
求
め
よ
う
と
す
る
相
続
税
額
を
施
行
令
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
不
動
産
等

に
係
る
延
納
相
続
税
額
又
は
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
税
額
と
そ
の
他
の
部
分
の
延
納
相
続
税

額
と
に
区
分
し
た
内
訳
並
び
に
当
該
区
分
し
た
延
納
相
続
税
額
に
係
る
同
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
割
合
、
期
間
、

分
納
税
額
及
び
納
期
限
を
併
せ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
個
人
番
号
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

二
　
納
付
す
べ
き
相
続
税
額

三
　
納
期
限
ま
で
に
、
又
は
納
付
す
べ
き
日
に
金
銭
で
納
付
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
金
額
及
び
そ
の
困
難
と
す

る
理
由

四
　
施
行
令
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
及
び
そ
の
計
算
の
明
細

五
　
延
納
を
求
め
よ
う
と
す
る
相
続
税
額
及
び
期
間
並
び
に
分
納
税
額
及
び
そ
の
納
期
限

六
　
延
納
を
求
め
よ
う
と
す
る
相
続
税
額
に
併
せ
て
納
付
す
る
利
子
税
の
額
の
計
算
に
用
い
る
割
合

七
　
法
第
三
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
担
保
を
提
供
す
る
旨
（
納
税
義
務
者

以
外
の
第
三
者
が
担
保
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
第
三
者
の
そ
の
旨
及
び
氏
名
又
は
名
称
）
並
び
に
担
保

の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
そ
の
所
在
場
所
（
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
保
証
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
人

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

八
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
保
提
供
関
係
書

類
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
担
保
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一
　
有
価
証
券
　
次
に
掲
げ
る
有
価
証
券
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ
　
登
録
国
債
　
国
債
規
則
（
大
正
十
一
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
担
保
の
登
録
を
し
た
旨

の
同
令
第
四
十
一
条
（
登
録
済
通
知
書
の
交
付
）
に
規
定
す
る
登
録
済
通
知
書

ロ
　
振
替
株
式
等
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
条
第
一

項
第
十
二
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
（
定
義
）
に
掲
げ
る
株
式
そ
の
他
の
有
価
証
券
で
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
振
替
機
関
が
取
り
扱
う
も
の
を
い
う
。
）
　
担
保
と
な
る
当
該
振
替
株
式
等
の
銘
柄
、
数
量
及
び
金
額
を

記
載
し
た
書
類

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
有
価
証
券
以
外
の
有
価
証
券
　
供
託
書
の
正
本

二
　
土
地
　
次
に
掲
げ
る
書
類
（
担
保
の
提
供
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
財
産
を
担
保

に
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
担
保
と
な
る
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
担
保
と
な
る
土
地
の
評
価
の
明
細
（
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
百
四
十

一
条
第
九
号
（
固
定
資
産
税
に
関
す
る
用
語
の
意
義
）
に
掲
げ
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
つ
い
て
市
町
村
長
が
交
付
す
る
証
明
書
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
「
固
定
資
産

税
評
価
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）

ハ
　
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者

が
約
す
る
書
類

（１）
　
抵
当
権
の
設
定
の
登
記
に
係
る
土
地
の
所
有
者
の
当
該
設
定
を
承
諾
す
る
旨
の
書
類
（
当
該
所
有
者
の

記
名
押
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
（
１
）
の
土
地
の
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書

三
　
建
物
、
立
木
及
び
登
記
さ
れ
る
船
舶
並
び
に
登
録
を
受
け
た
飛
行
機
、
回
転
翼
航
空
機
及
び
自
動
車
並
び
に

登
記
を
受
け
た
建
設
機
械
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
建
物
等
」
と
い
う
。
）
で
、
保
険
に
付
し

た
も
の
　
次
に
掲
げ
る
書
類
（
担
保
の
提
供
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
財
産
を
担
保

に
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
担
保
と
な
る
建
物
等
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
登
記
又
は
登
録
が
さ
れ
て
い
る
事
項
を
明
ら
か
に
す

る
書
類

ロ
　
担
保
と
な
る
建
物
等
の
評
価
の
明
細
（
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
を
含
む
。
）

ハ
　
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者

が
約
す
る
書
類

（１）
　
抵
当
権
の
設
定
の
登
記
又
は
登
録
に
係
る
建
物
等
の
所
有
者
の
当
該
設
定
を
承
諾
す
る
旨
の
書
類
（
当

該
所
有
者
の
記
名
押
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
（
１
）
の
建
物
等
の
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書

ニ
　
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
保
険
業
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
提
出
す
る
書
類
で
、
担
保
と
な
る
建
物
等
に
付
さ
れ
た
保
険
に
係
る
保
険

金
請
求
権
に
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
の
承
認
を
請
求
す
る
た
め
の
も
の

ホ
　
担
保
と
な
る
建
物
等
に
付
さ
れ
た
保
険
に
係
る
保
険
証
券
の
写
し

四
　
鉄
道
財
団
、
工
場
財
団
、
鉱
業
財
団
、
軌
道
財
団
、
運
河
財
団
、
漁
業
財
団
、
港
湾
運
送
事
業
財
団
、
道
路

交
通
事
業
財
団
及
び
観
光
施
設
財
団
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
鉄
道
財
団
等
」
と
い
う
。
）
　
次
に
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掲
げ
る
書
類
（
担
保
の
提
供
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
財
産
を
担
保
に
提
供
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
担
保
と
な
る
鉄
道
財
団
等
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
登
記
又
は
登
録
が
さ
れ
て
い
る
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
書
類

ロ
　
担
保
と
な
る
鉄
道
財
団
等
の
評
価
の
明
細
（
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
を
含
む
。
）

ハ
　
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者

が
約
す
る
書
類

（１）
　
抵
当
権
の
設
定
の
登
記
又
は
登
録
に
係
る
鉄
道
財
団
等
の
所
有
者
の
当
該
設
定
を
承
諾
す
る
旨
の
書
類

（
当
該
所
有
者
の
記
名
押
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
（
１
）
の
鉄
道
財
団
等
の
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書

五
　
保
証
人
の
保
証
　
保
証
人
の
保
証
を
証
す
る
書
類
（
当
該
保
証
人
（
保
証
人
が
法
人
の
場
合
に
は
、
法
人
の

代
表
者
）
の
記
名
押
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
定
め
る
書
類

イ
　
保
証
人
が
個
人
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（１）
　
保
証
人
が
所
有
す
る
土
地
、
建
物
等
及
び
鉄
道
財
団
等
に
係
る
第
二
号
イ
及
び
ロ
、
第
三
号
イ
及
び
ロ

並
び
に
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
土
地
、
建
物
等
及
び
鉄
道
財
団
等
が
相
続
税
の
課
税
価
格

計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
二
号
イ
、
第
三
号
イ
及
び
前
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
）

（２）
　
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
（
源
泉
徴
収
票
）
の
規
定
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票
そ
の
他
の
保
証
人
の
収
入
の
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
並
び
に
当
該
保
証

人
の
財
産
及
び
債
務
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類

（３）
　
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

ロ
　
保
証
人
が
法
人
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（１）
　
法
人
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書

（２）
　
法
人
が
そ
の
役
員
で
あ
る
納
税
義
務
者
の
た
め
に
保
証
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
議
事
録
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
書
類
（
法
人
が
保
証
す
る
こ
と
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
手
続
を

し
た
事
情
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）

（３）
　
法
人
の
代
表
者
の
印
鑑
証
明
書

３
　
法
第
三
十
九
条
第
六
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
申
請
書
（
法
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
二

項
の
申
請
書
）
の
提
出
期
限
ま
で
に
当
該
申
請
書
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
担
保
提
供
関
係

書
類

三
　
前
号
の
担
保
提
供
関
係
書
類
に
係
る
担
保
の
種
類
及
び
そ
の
所
在
場
所
（
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
保
証
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
人
の
氏
名
又
は
名
称
）

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

４
　
法
第
三
十
九
条
第
十
三
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
第
十
二
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
経
過
し
た
日
の
前
日
ま
で
に
訂
正
又
は
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
担
保
提
供
関
係
書
類

三
　
前
号
の
担
保
提
供
関
係
書
類
に
係
る
担
保
の
種
類
及
び
そ
の
所
在
場
所
（
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
保
証
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
人
の
氏
名
又
は
名
称
）

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

５
　
法
第
三
十
九
条
第
十
八
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
第
五
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
担
保
提
供
関
係
書
類

三
　
前
号
の
担
保
提
供
関
係
書
類
に
係
る
担
保
の
種
類
及
び
そ
の
所
在
場
所
（
そ
の
担
保
が
保
証
人
の
保
証
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
保
証
人
の
氏
名
又
は
名
称
）

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

６
　
前
各
項
（
第
一
項
第
六
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

一
項
、
第
六
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
並
び
に
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
相
続
税
額
」
と
あ
る

の
は
「
贈
与
税
額
」
と
、
「
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
三
号
」
と
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
五
号
イ
中
「
相
続
税
」
と
あ
る
の
は
「
贈
与
税
」

と
、
第
三
項
第
一
号
、
第
四
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ

る
の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７
　
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
後
段
の
規
定
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
又
は
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
個
人

番
号
を
除
く
。
）

二
　
許
可
に
係
る
延
納
期
間
並
び
に
分
納
税
額
及
び
そ
の
納
期
限

三
　
変
更
を
求
め
よ
う
と
す
る
延
納
期
間
又
は
分
納
税
額
及
び
そ
の
納
期
限
並
び
に
そ
の
変
更
を
求
め
よ
う
と
す

る
理
由

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
管
理
処
分
不
適
格
財
産
）

第
二
十
一
条
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
抵
当
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
不
動
産

二
　
譲
渡
に
よ
り
担
保
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
不
動
産

三
　
差
押
え
が
さ
れ
て
い
る
不
動
産

四
　
買
戻
し
の
特
約
が
付
さ
れ
て
い
る
不
動
産

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
不
動
産
以
外
の
不
動
産
で
、
そ
の
処
分
が
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の

２
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
所
有
権
の
存
否
又
は
帰
属
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
不
動
産

二
　
地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
そ
の
他
の
所
有
権
以
外
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
の
存
否
又
は

帰
属
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
不
動
産

３
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
境
界
標
の
設
置
（
隣
地
の
所
有
者
と
の
間
の
合
意
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
。
）
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ

り
他
の
土
地
と
の
境
界
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
土
地
（
境
界
標
の
設
置
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ

て
も
当
該
土
地
の
取
引
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
る
他
の
土
地
と
の
境
界
の
確
認
方
法
に
よ
り
境
界
を
認
識
で
き

る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
土
地
使
用
収
益
権
（
地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
そ
の
他
の
土
地
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
が
明
ら
か
で
な
い
土
地

４
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ニ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
隣
地
の
上
に
存
す
る
建
物
、
工
作
物
又
は
樹
木
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に

お
い
て
「
建
物
等
」
と
い
う
。
）
が
、
土
地
の
境
界
を
越
え
る
場
合
又
は
境
界
上
に
存
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
土
地
（
当
該
建
物
の
ひ
さ
し
、
当
該
工
作
物
又
は
当
該
樹
木
の
枝
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
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の
号
に
お
い
て
「
ひ
さ
し
等
」
と
い
う
。
）
の
境
界
を
越
え
る
度
合
が
軽
微
な
場
合
又
は
境
界
上
に
あ
る
場
合

で
、
当
該
建
物
等
の
所
有
者
が
改
築
等
を
行
う
に
際
し
て
当
該
ひ
さ
し
等
を
撤
去
し
、
又
は
移
動
す
る
こ
と
を

約
す
る
と
き
に
お
け
る
当
該
土
地
を
除
く
。
）

二
　
建
物
等
が
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
隣
地
と
の
境
界
を
越
え
る
場
合
又
は
境
界
上
に
存
す
る
場
合
に
お
け
る

当
該
土
地
（
借
地
借
家
法
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
借
地
権
（
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
借
地
権
」
と
い
う
。
）
を
含
み
、
当
該
隣
地
の
所
有
者
（
当
該
隣
地
を
使
用

す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
）
が
当
該
土
地
の
収
納
後
に
お
い
て
も
建
物
等
の
撤
去
及

び
隣
地
の
使
用
料
そ
の
他
の
負
担
を
求
め
な
い
こ
と
を
約
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
並
び
に
借
地
権
が
設

定
さ
れ
て
い
る
当
該
土
地
を
除
く
。
）

三
　
土
地
使
用
収
益
権
の
設
定
契
約
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
土
地
使
用
収
益
契
約
」
と
い
う
。
）

の
内
容
が
当
該
土
地
使
用
収
益
権
を
設
定
し
て
い
る
者
に
と
つ
て
著
し
く
不
利
な
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
使

用
収
益
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
土
地

四
　
建
物
の
使
用
又
は
収
益
を
す
る
契
約
（
次
号
に
お
い
て
「
建
物
使
用
収
益
契
約
」
と
い
う
。
）
の
内
容
が
当

該
使
用
又
は
収
益
を
す
る
権
利
を
設
定
し
て
い
る
者
に
と
つ
て
著
し
く
不
利
な
場
合
に
お
け
る
当
該
使
用
又
は

収
益
を
す
る
権
利
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物

五
　
賃
貸
料
の
滞
納
が
あ
る
不
動
産
そ
の
他
収
納
後
の
円
滑
な
土
地
使
用
収
益
契
約
又
は
建
物
使
用
収
益
契
約
の

履
行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
事
情
が
存
す
る
と
見
込
ま
れ
る
不
動
産

六
　
そ
の
敷
地
を
通
常
支
払
う
べ
き
地
代
に
よ
り
国
が
借
り
受
け
ら
れ
る
見
込
み
が
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
敷

地
の
上
に
存
す
る
建
物

５
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
以
上
の
者
の
共
有
に
属
す
る
不
動
産
で
次
に
掲
げ
る
不
動
産
以
外
の
も
の

イ
　
当
該
不
動
産
の
全
て
の
共
有
者
が
当
該
不
動
産
に
つ
い
て
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
不
動
産

ロ
　
私
道
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
（
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
有
す
る
他
の
土
地
と
と
も
に
物
納
の
許

可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
）

二
　
が
け
地
、
面
積
が
著
し
く
狭
い
土
地
又
は
形
状
が
著
し
く
不
整
形
で
あ
る
土
地
で
こ
れ
ら
の
土
地
の
み
で
は

使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の

三
　
私
道
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
（
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
有
す
る
他
の
土
地
と
と
も
に
物
納
の
許
可

の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
を
除
く
。
）

四
　
敷
地
と
と
も
に
物
納
の
許
可
の
申
請
が
さ
れ
る
建
物
以
外
の
建
物
（
当
該
建
物
の
敷
地
に
借
地
権
が
設
定
さ

れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
他
の
不
動
産
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
有
す
る
不
動
産
（
こ
れ
ら
の
不
動
産
の
全
て
が
一
の
土
地
使
用

収
益
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
場
合
で
収
納
後
の
円
滑
な
土
地
使
用
収
益
契
約
の
履
行
が
可
能
な
も
の
を
除

く
。
）

６
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
リ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
敷
金
そ
の
他
の
財
産
の
返
還
に
係
る
債
務
を
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
不
動
産

二
　
施
行
令
第
十
九
条
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
次
号
及
び
次
条
第
三
項
第
六
号
に
お
い
て
「
土

地
区
画
整
理
事
業
等
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
収
納
の
時
ま
で
に
発
生
し
た
当
該

不
動
産
に
係
る
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
十
条
（
経
費
の
賦
課
徴
収
）
の

規
定
に
よ
る
賦
課
金
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
債
務
を
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
不
動
産

三
　
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
清
算
金
の
授
受
の
義
務
を
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
不
動
産

７
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ヌ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物

質
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
有
害
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い
る
不
動
産

二
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
（
定

義
）
に
規
定
す
る
廃
棄
物
（
第
九
項
に
お
い
て
「
廃
棄
物
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
物
で
除
去
し
な
け
れ
ば
通

常
の
使
用
が
で
き
な
い
も
の
が
地
下
に
あ
る
不
動
産

三
　
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
（
農
地
の
転
用
の
制
限
）
又
は
第
五
条

第
一
項
（
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
転
用
の
た
め
の
権
利
移
動
の
制
限
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
ず
に
転

用
さ
れ
て
い
る
土
地

四
　
土
留
そ
の
他
の
施
設
の
設
置
、
護
岸
の
建
設
そ
の
他
の
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
工
事
が
必
要
と
な
る
不

動
産

８
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ル
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二

条
第
一
項
（
用
語
の
意
義
）
に
規
定
す
る
風
俗
営
業
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
又
は

同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
不
動
産

二
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
二
号

（
定
義
）
に
規
定
す
る
暴
力
団
の
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
不
動
産

９
　
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ヲ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
不
動
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
そ
の
上
の
建
物
が
既
に
滅
失
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
物
の
滅
失
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土
地

二
　
そ
の
上
に
廃
棄
物
そ
の
他
の
物
が
あ
る
不
動
産

三
　
生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
生
産
緑
地
で
、

同
法
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
（
生
産
緑
地
の
管
理
等
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
（
当
該
生
産
緑
地
に
お

い
て
、
農
林
漁
業
を
営
む
権
利
を
有
す
る
者
が
当
該
農
林
漁
業
を
営
ん
で
い
る
土
地
を
除
く
。
）

10
　
施
行
令
第
十
八
条
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
株
式
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
物
納
に
充
て
る
財
産
（
以
下
「
物
納
財
産
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
株
式
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
す
る

こ
と
と
し
た
場
合
（
金
融
商
品
取
引
法
第
四
条
第
一
項
（
募
集
又
は
売
出
し
の
届
出
）
の
届
出
及
び
同
法
第
十

五
条
第
二
項
（
届
出
の
効
力
発
生
前
の
有
価
証
券
の
取
引
禁
止
及
び
目
論
見
書
の
交
付
）
の
目
論
見
書
（
同
法

第
二
条
第
十
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
目
論
見
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
（
次
号

に
お
い
て
「
目
論
見
書
の
交
付
」
と
い
う
。
）
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係

る
書
類
及
び
当
該
目
論
見
書
の
提
出
が
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
も
の

二
　
物
納
財
産
で
あ
る
株
式
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
（
金
融
商
品
取
引
法
第
四
条

第
六
項
の
通
知
書
の
提
出
及
び
目
論
見
書
の
交
付
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
通
知

書
及
び
目
論
見
書
の
提
出
が
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
も
の

11
　
前
各
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
又
は
第
二
十
五
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
十
八
条
各
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
投
資
証
券
の
範
囲
等
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ト
に
規
定
す
る
投
資
証
券
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同

号
ト
に
規
定
す
る
投
資
法
人
の
投
資
証
券
で
、
そ
の
規
約
に
同
号
ト
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
日
が
一
月
に

つ
き
一
日
以
上
で
あ
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
も
の
そ
の
他
の
換
価
の
容
易
な
財

産
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
金
融
商
品
取
引
所
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
を
い

う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
上
場
さ
れ
て
い
る
も
の

二
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
証
券
投
資
信
託
（
そ
の
投
資
信
託
約
款
（
投
資
信
託
及
び
投
資

法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
（
投
資
信
託
契
約
の
締
結
）
に

規
定
す
る
投
資
信
託
約
款
を
い
う
。
）
に
受
益
者
の
請
求
に
よ
り
当
該
証
券
投
資
信
託
に
係
る
信
託
契
約
の
一

部
解
約
を
す
る
旨
及
び
当
該
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
日
が
一
月
に
つ
き
一
日
以
上
で
あ
る
旨
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
受
益
証
券
で
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
も
の

３
　
法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
財
産
の
う
ち
換
価
の
容
易
な
も
の
と
し
て

財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
号
イ
、
ヘ
及
び
ト
並
び
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券
と
す
る
。

（
物
納
申
請
書
等
の
記
載
事
項
等
）

第
二
十
二
条
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
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一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
納
付
す
べ
き
相
続
税
額

三
　
物
納
を
求
め
よ
う
と
す
る
税
額

四
　
延
納
に
よ
つ
て
も
金
銭
で
納
付
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
金
額
及
び
そ
の
困
難
と
す
る
事
由

五
　
施
行
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
延
納
に
よ
つ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
及
び
そ
の
計
算
の
明
細

六
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額
及
び
所
在
場
所

七
　
法
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
物
納
劣
後
財
産
を
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定

す
る
事
由
そ
の
他
当
該
財
産
を
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
特
別
の
事
由

八
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
財
産
（
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
産
を
除
く
。
）

を
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
由
そ
の
他
当
該
財
産
を
物
納

に
充
て
よ
う
と
す
る
特
別
の
事
由

九
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
が
当
該
財
産
の
取
得
の
時
か
ら
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
の

時
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
二
条
第
一

項
の
申
請
書
の
提
出
の
時
）
ま
で
の
間
に
そ
の
状
況
に
著
し
い
変
化
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

変
化
の
状
況
の
詳
細

十
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省

令
で
定
め
る
書
類
（
次
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
お
い
て
「
物
納
手
続
関
係
書
類
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
土
地
　
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
土
地
の
取
引
に
お
い
て
通
常
必
要
と
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
ハ
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）

イ
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
土
地
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
物
納
申
請
土
地
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
登

記
事
項
証
明
書

ロ
　
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
（
地
図
等
）
に
規
定
す
る
地
図

の
写
し
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
写
し
そ
の
他
の
土
地
の
所
在
を
明
ら
か
に
す

る
図
面
（
次
号
ロ
及
び
第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
地
図
等
」
と
い
う
。
）

ハ
　
不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
地
積
測

量
図

ニ
　
隣
地
の
所
有
者
（
当
該
隣
地
が
国
有
地
又
は
公
有
地
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
者
）
と
の
間
で
境
界

の
同
意
が
あ
る
旨
を
確
認
し
た
書
類

ホ
　
物
納
申
請
土
地
の
維
持
及
び
管
理
に
要
す
る
費
用
の
明
細
書

ヘ
　
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者

が
約
す
る
書
類

（１）
　
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
納
税
義
務
者
の
当
該
移
転
を
承
諾
す
る
旨
の
書
類
（
当
該
納
税
義
務
者

の
記
名
押
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

（２）
　
納
税
義
務
者
の
印
鑑
証
明
書

二
　
建
物
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
建
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
物
納
申
請
建
物
」
と
い
う
。
）
の
登
記
事
項

証
明
書

ロ
　
地
図
等
及
び
物
納
申
請
建
物
の
建
物
所
在
図

ハ
　
建
物
図
面
、
各
階
平
面
図
そ
の
他
の
図
面
で
部
屋
の
配
置
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

ニ
　
物
納
申
請
建
物
の
維
持
及
び
管
理
に
要
す
る
費
用
の
明
細
書

ホ
　
前
号
ヘ
に
掲
げ
る
書
類

ヘ
　
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
（
定
義
）
に

規
定
す
る
専
有
部
分
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に
つ
い
て
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
建
物

の
管
理
規
約

三
　
立
木
　
次
に
掲
げ
る
書
類
（
登
記
の
な
い
立
木
の
場
合
は
、
イ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
立
木
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
物
納
申
請
立
木
」
と
い
う
。
）
の
登
記
事
項

証
明
書

ロ
　
地
図
等
及
び
物
納
申
請
立
木
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
図
面

ハ
　
樹
齢
、
樹
種
そ
の
他
物
納
申
請
立
木
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
類

ニ
　
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
書
類

四
　
船
舶
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
船
舶
の
登
記
事
項
証
明
書
、
小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三

年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
四
条
（
登
録
事
項
証
明
書
等
）
に
規
定
す
る
登
録
事
項
証
明
書
等
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
書
類

ロ
　
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
第
一
号
ヘ
（
１
）
及
び
（
２
）
に
掲
げ
る
書
類
、
小

型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
一
項
（
譲
渡
証
明
書
）
に
規
定
す
る
譲
渡
証
明
書
そ
の
他
船

舶
の
収
納
の
手
続
に
必
要
な
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者
が
約
す
る
書
類

五
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
投
資
証
券
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
　
金

融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
目
論
見
書
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
類
で
、
法
第
四
十

一
条
第
二
項
第
二
号
ト
の
請
求
又
は
前
条
第
二
項
第
二
号
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
日
が
一
月
に
つ
き
一

日
以
上
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

六
　
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
に
お
い
て
上
場
さ
れ
て
い
る
法
人
が
発

行
す
る
株
式
（
第
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
法
人
が
発
行
す
る
株
式
を
含
む
。
）
以
外
の
株
式
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
非
上
場
株
式
」
と
い
う
。
）
に
係
る
株
券
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
非
上
場
株
式
に
係
る
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
非
上
場
株
式
に
係
る
法
人
の
株
主
名
簿
の
写
し

ハ
　
税
務
署
長
が
次
に
掲
げ
る
行
為
を
求
め
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
履
行
す
る
こ
と
を
納
税
義
務
者
が
約
す
る

書
類

（１）
　
金
融
商
品
取
引
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
入
札
に
際
し
必
要
な
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
書
類
を
非
上
場
株
式
に
係
る
法
人
が
税
務
署
長
に
求
め
ら
れ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
提
出
す
る

こ
と
。

（２）
　
株
式
の
価
額
を
算
定
す
る
上
で
必
要
な
書
類
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
。

ニ
　
非
上
場
株
式
に
係
る
法
人
の
施
行
令
第
十
八
条
第
二
号
ヘ
に
規
定
す
る
役
員
の
名
簿
で
当
該
役
員
の
氏

名
、
生
年
月
日
、
住
所
又
は
居
所
及
び
性
別
の
記
載
が
あ
る
も
の

ホ
　
非
上
場
株
式
に
係
る
法
人
が
施
行
令
第
十
八
条
第
二
号
ヘ
に
規
定
す
る
株
式
会
社
に
該
当
し
な
い
こ
と
を

当
該
法
人
の
代
表
者
が
誓
約
す
る
書
面

七
　
動
産
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
当
該
動
産
の
価
額
の
計
算
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類

ロ
　
税
務
署
長
が
収
納
に
必
要
な
手
続
を
と
る
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
手
続
を
と
る
こ
と

を
納
税
義
務
者
が
約
す
る
書
類

３
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
財
産
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
第
一
号
に
定
め
る
書

類
の
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
物
納
手
続
関
係
書
類
と
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
物
納
申
請
土
地
に
土
地
使
用
収
益
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
　
次
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ
　
当
該
土
地
の
上
に
建
物
が
存
し
な
い
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

書
類

（１）
　
物
納
申
請
土
地
に
土
地
使
用
収
益
権
を
設
定
し
、
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者
が
土
地
使
用
収
益
権

を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
土
地
使
用
収
益
権
者
」
と
い
う
。
）
と
な
る
場
合

　
次
に
掲
げ
る
書
類

（ｉ）
　
物
納
申
請
土
地
を
国
か
ら
借
り
受
け
る
旨
の
書
類
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（ｉｉ）
　
土
地
使
用
収
益
権
が
設
定
さ
れ
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
で
、
当
該
範
囲
の
面
積
及
び

境
界
を
確
認
で
き
る
も
の

（２）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（ｉ）
　
土
地
使
用
収
益
契
約
の
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類

（ｉｉ）
　
（
ｉ
）
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り
土
地
使
用
収
益
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
で

き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
土
地
使
用
収
益
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

（ｉｉｉ）
　
土
地
使
用
収
益
権
者
ご
と
に
土
地
使
用
収
益
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た

図
面
で
、
当
該
範
囲
の
面
積
及
び
境
界
を
確
認
で
き
る
も
の

（ｉｖ）
　
物
納
の
許
可
の
申
請
の
日
前
三
月
間
の
地
代
の
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
当
該
三
月
間
に
地

代
の
支
払
期
限
が
な
い
場
合
に
は
、
直
前
の
支
払
期
限
に
係
る
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
）

（ｖ）
　
敷
金
、
保
証
金
そ
の
他
の
債
務
に
つ
い
て
は
納
税
義
務
者
と
土
地
使
用
収
益
権
者
と
の
間
に
お
い
て

清
算
し
、
当
該
債
務
を
国
に
引
き
受
け
さ
せ
な
い
旨
を
確
認
す
る
書
類

（ｖｉ）
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
申
請
書
の
提
出
期
限
（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
三
項

の
提
出
が
あ
つ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
当
該
申
請
に
係
る
物
納
の
許
可
が
さ
れ
な

い
場
合
に
お
い
て
、
税
務
署
長
が
提
出
を
求
め
た
と
き
に
は
、
そ
の
求
め
た
日
前
三
月
間
の
地
代
の
支

払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
当
該
三
月
間
に
地
代
の
支
払
期
限
が
な
い
場
合
に
は
、
直
前
の
支
払
期

限
に
係
る
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
約
す
る
書
類

（ｖｉｉ）
　
土
地
使
用
収
益
権
者
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
に
お
い

て
上
場
さ
れ
て
い
る
法
人
（
次
項
第
一
号
イ
（
５
）
に
お
い
て
「
上
場
会
社
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）

が
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ワ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
当
該
土

地
使
用
収
益
権
者
が
誓
約
す
る
書
面
（
当
該
土
地
使
用
収
益
権
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
法
人
が
同
号
ワ
（
２
）
又
は
（
３
）
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
当
該
法
人
の
代
表
者
が

誓
約
す
る
書
面
並
び
に
当
該
法
人
の
同
号
ワ
（
３
）
に
規
定
す
る
役
員
等
の
名
簿
で
当
該
役
員
等
の
氏

名
、
生
年
月
日
、
住
所
又
は
居
所
及
び
性
別
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

ロ
　
当
該
土
地
の
上
に
建
物
が
存
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

書
類

（１）
　
物
納
申
請
土
地
に
土
地
使
用
収
益
権
を
設
定
し
、
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者
が
土
地
使
用
収
益
権

者
と
な
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（ｉ）
　
イ
（
１
）
に
定
め
る
書
類

（ｉｉ）
　
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
（
当
該
建
物
が
未
登
記
の
場
合
に
は
、
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
そ
の
他

の
書
類
で
所
有
者
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
）

（２）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（ｉ）
　
イ
（
２
）
に
定
め
る
書
類

（ｉｉ）
　
（
１
）
（
ｉ
ｉ
）
に
掲
げ
る
書
類

二
　
物
納
申
請
土
地
に
係
る
土
地
使
用
収
益
契
約
の
相
手
方
と
当
該
物
納
申
請
土
地
の
占
有
者
が
異
な
る
場
合
　

当
該
土
地
使
用
収
益
契
約
の
相
手
方
と
当
該
物
納
申
請
土
地
の
占
有
者
が
異
な
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
物
納
申
請
土
地
の
隣
地
の
上
に
存
す
る
建
物
の
ひ
さ
し
、
工
作
物
又
は
樹
木
の
枝
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
ひ
さ
し
等
」
と
い
う
。
）
が
境
界
を
越
え
る
場
合
で
そ
の
境
界
を
越
え
る
度

合
が
軽
微
な
場
合
又
は
境
界
上
に
あ
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
当
該
ひ
さ
し
等
の
所
有
者
が
改
築
等
を
行
う
に
際
し
て
当
該
ひ
さ
し
等
を
撤
去
し
、
又
は
移
動
す
る
こ
と

を
約
す
る
書
類

ロ
　
境
界
を
越
え
て
い
る
状
況
又
は
境
界
上
に
存
し
て
い
る
状
況
を
示
し
た
図
面

四
　
物
納
申
請
土
地
（
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
を
除
き
、
物
納
財
産
で
あ
る
建
物
の
所
有
を
目
的
と
し

て
設
定
さ
れ
て
い
る
借
地
権
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
上
に
存
す
る
建
物
、
工
作
物
又
は

樹
木
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
建
物
等
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
物
納
申
請

土
地
の
隣
地
と
の
境
界
を
越
え
る
場
合
又
は
境
界
上
に
存
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
当
該
隣
地
の
所
有
者
（
当
該
隣
地
の
土
地
使
用
収
益
権
者
が
い
る
場
合
に
は
、
当
該
土
地
使
用
収
益
権

者
）
が
物
納
申
請
土
地
の
収
納
後
に
お
い
て
も
当
該
建
物
等
の
撤
去
及
び
当
該
隣
地
の
使
用
料
そ
の
他
の
負

担
を
求
め
な
い
こ
と
を
約
す
る
書
類

ロ
　
建
物
等
が
当
該
物
納
申
請
土
地
の
隣
地
と
の
境
界
を
越
え
て
い
る
状
況
又
は
境
界
上
に
存
し
て
い
る
状
況

を
示
し
た
図
面

五
　
物
納
申
請
土
地
が
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
（
敷
地
等
と
道

路
と
の
関
係
）
に
規
定
す
る
道
路
に
接
し
て
い
な
い
場
合
　
当
該
物
納
申
請
土
地
の
隣
地
の
所
有
者
が
当
該
隣

地
を
通
行
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
旨
の
書
類

六
　
物
納
申
請
土
地
が
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
施
行
区
域
内
に
あ
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
土
地
区
画
整
理
法
第
九
十
八
条
第
五
項
（
仮
換
地
の
指
定
）
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

律
第
八
十
六
号
）
第
三
十
九
条
（
仮
換
地
の
指
定
）
若
し
く
は
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の

供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
三
条
（
土
地
区
画
整
理
法

の
準
用
）
若
し
く
は
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
三
条
の
五
第
三
項
（
一

時
利
用
地
の
指
定
）
の
規
定
に
よ
る
仮
換
地
（
ロ
に
お
い
て
「
仮
換
地
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
一
時
利
用

地
（
ロ
に
お
い
て
「
一
時
利
用
地
」
と
い
う
。
）
の
指
定
の
通
知
書
の
写
し
又
は
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の

進
捗
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類

ロ
　
仮
換
地
若
し
く
は
一
時
利
用
地
の
位
置
及
び
形
状
を
表
示
し
た
図
面
の
写
し
又
は
土
地
区
画
整
理
法
第
八

十
七
条
第
一
項
第
一
号
（
換
地
計
画
）
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
三
十
一
条
第
一
号
（
換
地
計
画
）
若
し
く

は
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
十
三
条
第
一
号

（
換
地
計
画
）
若
し
く
は
土
地
改
良
法
第
五
十
二
条
の
五
第
一
号
（
換
地
計
画
）
の
換
地
設
計
の
内
容
を
確

認
で
き
る
図
面
の
写
し

ハ
　
収
納
の
時
ま
で
に
発
生
し
た
土
地
区
画
整
理
法
第
四
十
条
（
経
費
の
賦
課
徴
収
）
若
し
く
は
大
都
市
地
域

に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
十
条
（
賦
課
金
、
負
担
金
等
）
又

は
土
地
改
良
法
第
三
十
九
条
（
賦
課
金
等
の
徴
収
）
の
規
定
に
よ
る
賦
課
金
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
債
務
を

納
税
義
務
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

ニ
　
土
地
区
画
整
理
法
第
百
十
条
第
一
項
（
清
算
金
の
徴
収
及
び
交
付
）
、
新
都
市
基
盤
整
備
法
第
四
十
二
条

（
清
算
）
若
し
く
は
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八

十
三
条
又
は
土
地
改
良
法
第
五
十
四
条
の
三
（
清
算
金
の
徴
収
及
び
支
払
い
）
の
規
定
に
よ
る
清
算
金
の
授

受
に
係
る
権
利
及
び
義
務
が
納
税
義
務
者
に
帰
属
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

４
　
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
財
産
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
物
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
第
二
号
に
定
め
る

書
類
の
ほ
か
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
物
納
手
続
関
係
書
類
と
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
敷
地
と
と
も
に
物
納
に
充
て
る
建
物
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

イ
　
建
物
に
賃
借
人
が
い
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（１）
　
建
物
の
賃
貸
借
契
約
の
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類

（２）
　
物
納
の
許
可
の
申
請
の
日
前
三
月
間
の
賃
借
料
の
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
当
該
三
月
間
に
賃

借
料
の
支
払
期
限
が
な
い
場
合
に
は
、
直
前
の
支
払
期
限
に
係
る
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
）

（３）
　
敷
金
、
保
証
金
そ
の
他
の
債
務
に
つ
い
て
は
納
税
義
務
者
と
賃
借
人
と
の
間
に
お
い
て
清
算
し
、
当
該

債
務
を
国
に
引
き
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
書
類

（４）
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

申
請
書
の
提
出
期
限
（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
三
項
の
提
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出
が
あ
つ
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
物
納
の
許
可
が
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
税
務

署
長
が
提
出
を
求
め
た
と
き
に
は
、
そ
の
求
め
た
日
前
三
月
間
の
賃
借
料
の
支
払
状
況
が
確
認
で
き
る
書

類
（
当
該
三
月
間
に
賃
借
料
の
支
払
期
限
が
な
い
場
合
に
は
、
直
前
の
支
払
期
限
に
係
る
支
払
状
況
が
確

認
で
き
る
書
類
）
を
提
出
す
る
こ
と
を
約
す
る
書
類

（５）
　
建
物
の
賃
借
人
（
上
場
会
社
を
除
く
。
）
が
施
行
令
第
十
八
条
第
一
号
ワ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
当
該
建
物
の
賃
借
人
が
誓
約
す
る
書
面
（
当
該
建
物
の
賃
借
人
が
法
人

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
が
同
号
ワ
（
２
）
又
は
（
３
）
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
当
該
法
人
の
代
表
者
が
誓
約
す
る
書
面
並
び
に
当
該
法
人
の
同
号
ワ
（
３
）
に
規
定
す
る
役
員
等
の
名

簿
で
当
該
役
員
等
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
又
は
居
所
及
び
性
別
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

ロ
　
建
物
に
賃
借
権
を
設
定
し
、
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者
が
賃
借
人
と
な
る
場
合
　
物
納
申
請
建
物
を

国
か
ら
借
り
受
け
る
旨
の
書
類

二
　
そ
の
敷
地
に
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
建
物
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
書
類

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類
（
建
物
に
賃
借
人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
（
６
）
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

（１）
　
当
該
建
物
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

（２）
　
借
地
契
約
の
内
容
を
確
認
で
き
る
書
類

（３）
　
（
２
）
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
場
合

に
は
、
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
敷
地
の
所
有
者
の
書
類

（４）
　
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
図
面
で
、
当
該
範
囲
の
面
積
及
び
境
界
を

確
認
で
き
る
も
の

（５）
　
敷
地
の
所
有
者
が
当
該
借
地
権
の
譲
渡
を
承
諾
す
る
旨
の
書
類

（６）
　
前
号
イ
に
定
め
る
書
類

ロ
　
建
物
に
賃
借
権
を
設
定
し
、
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
者
が
賃
借
人
と
な
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
書
類

（１）
　
イ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

（２）
　
前
号
ロ
に
定
め
る
書
類

５
　
二
以
上
の
財
産
を
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
他
の
財
産
に
つ
い
て
同
一
の
書
類
を
提
出
す
る
と

き
は
、
前
三
項
に
定
め
る
書
類
は
、
重
ね
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

６
　
法
第
四
十
二
条
第
四
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
書
の
提
出

期
限
ま
で
に
当
該
申
請
書
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
納
手
続
関
係
書
類

三
　
前
号
の
物
納
手
続
関
係
書
類
に
係
る
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
所
在
場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

７
　
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
二
条
第
十
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
経
過
し
た
日
の

前
日
ま
で
に
訂
正
又
は
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
納
手
続
関
係
書
類

三
　
前
号
の
物
納
手
続
関
係
書
類
に
係
る
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
所
在
場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

８
　
法
第
四
十
二
条
第
二
十
三
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
二
条
第
二
十
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
期
限
ま
で
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
措
置
に
係
る
物
納
に
充

て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
所
在
場
所

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

９
　
法
第
四
十
二
条
第
二
十
七
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
二
条
第
二
十
項
の
措
置
を
と
つ
た
旨
及
び
当
該
措
置
を
と
つ
た
日

三
　
前
号
の
措
置
に
係
る
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
所
在
場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
振
替
社
債
等
の
収
納
手
続
書
類
の
記
載
事
項
）

第
二
十
三
条
　
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
物
納
の
許
可
を
さ
れ
た
者
に
係
る
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
（
個
人
番
号
を
除
く
。
）

二
　
振
替
の
申
請
年
月
日

三
　
振
替
の
申
請
を
し
た
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
社
債
等
の
銘
柄
及
び
金
額

四
　
振
替
の
申
請
を
し
た
口
座
管
理
機
関
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
（
定
義
）
に

規
定
す
る
口
座
管
理
機
関
を
い
う
。
）
の
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
名
称
及
び
所
在
地

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
物
納
財
産
に
よ
る
過
誤
納
額
の
還
付
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
四
条
　
法
第
四
十
三
条
第
五
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
過
誤
納
額

三
　
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
当
該
財
産
の
物
納
の
許
可
の
申
請
を
し
た
時
に
お
け
る
所
在

場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
物
納
の
撤
回
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
五
条
　
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
物
納
の
撤
回
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
理
由

三
　
物
納
の
撤
回
を
求
め
よ
う
と
す
る
不
動
産
の
種
類
、
数
量
、
収
納
価
額
及
び
所
在
場
所

四
　
前
号
の
不
動
産
に
係
る
物
納
の
許
可
を
受
け
た
日
及
び
法
第
四
十
三
条
第
二
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
財
産
で
相
続
税
の
納
付
が
あ
つ
た
も
の
と
さ
れ
た
日

五
　
物
納
の
撤
回
に
係
る
相
続
税
の
額
及
び
物
納
の
撤
回
に
伴
い
金
銭
で
一
時
に
納
付
し
よ
う
と
す
る
相
続
税

の
額

六
　
第
三
号
の
不
動
産
を
目
的
と
す
る
賃
借
権
そ
の
他
の
当
該
不
動
産
を
使
用
す
る
権
利
の
種
類
並
び
に
当
該
権

利
を
有
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
所
在
地

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
物
納
の
撤
回
に
係
る
延
納
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
六
条
　
法
第
四
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
は
、
第
二
号
（
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
関
す
る
部
分
に

限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

三
　
物
納
の
撤
回
に
係
る
相
続
税
額
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四
　
法
第
四
十
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
未
経
過
延
納
税
額
の
う
ち
金
銭
で
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
を
困
難
と
す

る
金
額
及
び
そ
の
困
難
と
す
る
事
由

五
　
施
行
令
第
二
十
五
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
及
び

そ
の
計
算
の
明
細

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
物
納
の
許
可
に
付
し
た
条
件
の
履
行
を
求
め
る
通
知
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
七
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
（
法
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
履
行
を
求
め
る
事
項

二
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
期
限

三
　
法
第
四
十
二
条
第
三
十
項
（
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
条
件
に
係
る
物
納
財
産
の
種
類
及
び
所
在
場
所

四
　
法
第
四
十
二
条
第
三
十
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
日

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
特
定
物
納
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
八
条
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
物
納
対
象
税
額

三
　
施
行
令
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
延
納
に
よ
つ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
額
及
び
そ
の
計
算
の
明
細

四
　
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

変
更
さ
れ
た
条
件
に
よ
る
延
納
に
よ
つ
て
も
金
銭
で
納
付
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
金
額
及
び
そ
の
困
難
と
す

る
事
由
並
び
に
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
物
納
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
物
納
」
と

い
う
。
）
を
求
め
よ
う
と
す
る
税
額

五
　
特
定
物
納
に
係
る
相
続
税
の
申
告
期
限

六
　
特
定
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
財
産
の
種
類
及
び
数
量
並
び
に
当
該
特
定
物
納
の
許
可
の
申
請
を
す
る
時
に

お
け
る
当
該
財
産
の
価
額
、
そ
の
計
算
の
明
細
及
び
所
在
場
所

七
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
物
納
劣
後
財
産
を
特

定
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
由
そ
の
他
当
該
財
産
を
特
定
物
納
に
充
て
よ
う

と
す
る
特
別
の
事
由

八
　
法
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
財

産
（
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
財
産
を
除
く
。
）
を
特
定
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

法
第
四
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
由
そ
の
他
当
該
財
産
を
特
定
物
納
に
充
て
よ
う
と
す
る
特
別
の
事
由

九
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
贈
与
税
の
申
告
内
容
の
開
示
請
求
書
の
記
載
事
項
等
）

第
二
十
九
条
　
施
行
令
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
施
行
令
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
請
求
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
書
」
と
い

う
。
）
を
提
出
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
他
の
者
（
第
三
号
に
お
い
て
「
他
の
共

同
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
開
示
の
請
求
を
す
る
旨
及
び
当
該
請
求
を
す
る
理
由

二
　
開
示
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及

び
住
所
又
は
居
所
）
並
び
に
法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被
相

続
人
」
と
い
う
。
）
と
の
続
柄

三
　
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
請
求
の
対
象
と
す
る
他
の
共
同
相
続
人
等
（
第
四
項
に
お
い
て
「
対
象
共
同
相
続

人
等
」
と
い
う
。
）
ご
と
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
被
相
続
人
と
の
続
柄

四
　
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所
並
び
に
そ
の
死
亡
の
年
月
日

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
一
条
の
十
七
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
納
税
に
係
る

権
利
又
は
義
務
の
承
継
を
し
た
者
が
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
示
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け
る

前
項
の
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
一
条
の
十
七
第
一
項
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
税
に
係
る
権
利
又
は
義

務
を
承
継
さ
れ
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
又
は
居
所
並
び
に
そ
の
死
亡
の
年
月
日
並
び

に
そ
の
者
が
被
相
続
人
に
係
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
で
あ
つ
た
旨

二
　
当
該
承
継
を
し
た
全
て
の
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ

て
は
、
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
）
並
び
に
前
号
の
承
継
さ
れ
た
者
と
の
続
柄

３
　
前
項
に
規
定
す
る
承
継
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
開
示
請
求
書
の
提
出
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
一

の
開
示
請
求
書
に
連
署
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
施
行
令
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
対
象
共
同
相
続
人
等
ご
と
の
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一
　
対
象
共
同
相
続
人
等
が
被
相
続
人
の
相
続
人
で
あ
る
場
合
　
イ
に
掲
げ
る
書
類
又
は
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る

書
類

イ
　
財
産
の
分
割
の
協
議
に
関
す
る
書
類
（
当
該
書
類
に
当
該
相
続
に
係
る
全
て
の
共
同
相
続
人
及
び
包
括
受

遺
者
が
自
署
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
対
象
共
同
相
続
人
等
が
当
該
被
相

続
人
か
ら
相
続
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ロ
　
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
対
象
共
同
相
続
人
等
が
当
該
被
相
続
人
の
相
続
人
で
あ
る

こ
と
を
証
す
る
書
類

ハ
　
当
該
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
全
部
又
は
一
部
が
共
同
相
続
人
又
は
包
括

受
遺
者
に
よ
つ
て
ま
だ
分
割
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類

二
　
対
象
共
同
相
続
人
等
が
被
相
続
人
の
受
遺
者
で
あ
る
場
合
　
遺
言
書
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
対
象
共

同
相
続
人
等
が
当
該
被
相
続
人
か
ら
遺
贈
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

三
　
対
象
共
同
相
続
人
等
が
被
相
続
人
の
推
定
相
続
人
で
あ
つ
た
場
合
（
当
該
対
象
共
同
相
続
人
等
が
相
続
又
は

遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。
）
　
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
対
象
共

同
相
続
人
等
が
当
該
被
相
続
人
の
推
定
相
続
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

５
　
施
行
令
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一
　
開
示
請
求
者
が
被
相
続
人
に
係
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
被
相
続
人
か
ら
相
続
又

は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
な
か
つ
た
場
合
　
当
該
開
示
請
求
者
が
当
該
被
相
続
人
に
係
る
相
続
時
精
算
課

税
適
用
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二
　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類

イ
　
前
号
に
定
め
る
書
類

ロ
　
財
産
の
分
割
の
協
議
に
関
す
る
書
類
（
当
該
書
類
に
当
該
相
続
に
係
る
全
て
の
共
同
相
続
人
及
び
包
括
受

遺
者
が
自
署
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
開
示
請
求
者
が
被
相
続
人
か
ら
相
続
に

よ
り
財
産
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ハ
　
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
開
示
請
求
者
が
被
相
続
人
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
及
び
当
該
被
相
続
人
か
ら
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
全
部
又
は
一
部
が
共
同
相
続
人
又
は

包
括
受
遺
者
に
よ
つ
て
ま
だ
分
割
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
記
載
し
た
書
類

ニ
　
遺
言
書
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
開
示
請
求
者
が
被
相
続
人
か
ら
遺
贈
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

６
　
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
施
行
令
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、

前
項
各
号
に
定
め
る
書
類
の
ほ
か
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
そ
の
他
の
書
類
で
第
二
項
第
一
号
の
納
税
に
係
る
権

利
又
は
義
務
を
承
継
さ
れ
た
者
の
全
て
の
相
続
人
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
と
す
る
。
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７
　
施
行
令
第
二
十
七
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
場
所
は
、
開
示
請
求
者
の
開
示
請
求
書

を
提
出
す
る
時
に
お
い
て
当
該
開
示
請
求
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該

各
号
に
定
め
る
場
所
と
す
る
。

一
　
法
の
施
行
地
に
当
該
開
示
請
求
者
の
住
所
が
あ
る
場
合
　
当
該
住
所
地

二
　
法
の
施
行
地
に
当
該
開
示
請
求
者
の
住
所
が
な
く
、
居
所
が
あ
る
場
合
　
当
該
居
所
地

三
　
法
の
施
行
地
に
当
該
開
示
請
求
者
の
住
所
及
び
居
所
が
な
い
場
合
　
麹
町
税
務
署
の
管
轄
区
域
内
の
場
所

（
届
書
等
情
報
に
類
す
る
も
の
の
範
囲
等
）

第
二
十
九
条
の
二
　
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
書
等
情
報
に
類
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
死
亡
又
は
失
踪
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
死
亡
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
戸
籍
法
施
行
規
則
（
昭

和
二
十
二
年
司
法
省
令
第
九
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第
三
項
（
受
付
帳
）
に
規
定
す
る
受
付
帳
情
報
と
す
る
。

２
　
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
同
項
に
規
定
す
る
届
書
等
情
報
に
記
録
さ

れ
て
い
る
情
報
及
び
死
亡
等
を
し
た
者
が
当
該
死
亡
等
に
よ
り
除
籍
さ
れ
た
戸
籍
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
の
副
本
に

記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
で
あ
つ
て
、
当
該
死
亡
等
を
し
た
者
及
び
当
該
死
亡
等
を
し
た
者
に
係
る
相
続
人
を
特
定

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
死
亡
等
を
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
そ
の
死
亡
等
の
時
に
お
け
る
住
所
及
び

そ
の
死
亡
等
の
年
月
日

二
　
次
に
掲
げ
る
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
財
産
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
（
同
項
の
死
亡

等
の
直
前
に
お
い
て
同
項
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
。
）

イ
　
土
地
　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
及
び
価
格

ロ
　
家
屋
　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
及
び
価
格

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
調
書
の
記
載
事
項
等
）

第
三
十
条
　
保
険
金
（
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払
を
す
る
保
険
会
社
等
（
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
保
険
会
社
等
を
い
う
。

第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
法
の
施
行
地
に
営
業
所
等
（
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
所
等
を
い

う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る
も
の
は
、
同
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
に
よ
り
、
保
険
金
の
支
払
を
受
け
る
者
の
各
人
別
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
支
払
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
及
び
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

二
　
そ
の
月
中
に
支
払
つ
た
保
険
金
の
金
額

三
　
そ
の
支
払
の
基
礎
と
な
る
契
約
に
係
る
保
険
料
（
共
済
掛
金
を
含
む
。
第
六
号
ロ
及
び
第
五
項
第
六
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
総
額

四
　
そ
の
支
払
の
確
定
し
た
日

五
　
そ
の
支
払
の
直
前
に
お
い
て
第
三
号
の
契
約
に
係
る
契
約
者
で
あ
つ
た
者
（
次
号
ロ
に
お
い
て
「
現
契
約

者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及

び
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

六
　
第
三
号
の
契
約
（
第
六
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
締
結
後
に
当
該
契
約
に

係
る
契
約
者
の
変
更
（
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
死
亡
に
伴
い
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
イ
及
び
ハ
に
お
い

て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
当
該
契
約
者
の
変
更
（
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
が
二
回
以
上
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
最
後
の
契

約
者
の
変
更
）
前
の
契
約
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

ロ
　
当
該
契
約
に
係
る
現
契
約
者
が
払
い
込
ん
だ
保
険
料
の
額

ハ
　
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
が
行
わ
れ
た
回
数

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２
　
退
職
手
当
金
等
（
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
金
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
支
給
を
す
る
者
で
法
の
施
行
地
に
営
業
所
等
を
有
す
る
も
の
は
、
同
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
の
規
定
に
よ
り
、
退
職
手
当
金
等
の
支
給
を
受
け
る
者
の
各
人
別
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
調
書

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
支
給
を
受
け
る
者
の
氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
個
人
番
号

二
　
そ
の
月
中
に
支
給
を
し
た
退
職
手
当
金
等
の
金
額

三
　
そ
の
支
給
の
確
定
し
た
日

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

３
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
百
万
円
と
す
る
。

４
　
保
険
金
又
は
退
職
手
当
金
等
を
年
金
と
し
て
支
払
又
は
支
給
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
当
該
権
利
が
確
定

し
た
と
き
に
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
評
価
し
た
金
額
に
よ
る
当
該
保
険
金
又
は
退
職
手
当
金
等
の
支
払
又

は
支
給
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
生
命
保
険
契
約
（
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
生
命
保
険
契
約
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
損
害
保
険
契
約
（
同
号
に
規
定
す
る
損
害
保
険
契
約
を
い
う
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
契
約
者
が
死
亡

し
た
こ
と
に
伴
い
こ
れ
ら
の
契
約
の
契
約
者
の
変
更
の
手
続
を
行
つ
た
保
険
会
社
等
で
法
の
施
行
地
に
営
業
所
等

を
有
す
る
も
の
は
、
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
変
更
後
の
契
約
者
別
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
変
更
後
の
契
約
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

二
　
そ
の
変
更
前
の
契
約
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

三
　
そ
の
変
更
前
の
契
約
者
が
死
亡
し
た
日

四
　
そ
の
変
更
の
効
力
が
生
じ
た
日

五
　
そ
の
変
更
に
係
る
契
約
の
解
約
返
戻
金
相
当
額
（
前
二
号
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
当
該
契

約
を
解
約
す
る
と
し
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
る
べ
き
解
約
返
戻
金
の
金
額
を
い
う
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。
）

六
　
前
号
の
契
約
に
係
る
保
険
料
の
総
額
及
び
第
二
号
の
契
約
者
が
払
い
込
ん
だ
保
険
料
の
金
額

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

６
　
法
第
五
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
契
約
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
契

約
と
す
る
。

一
　
解
約
返
戻
金
相
当
額
が
百
万
円
以
下
で
あ
る
生
命
保
険
契
約
又
は
損
害
保
険
契
約

二
　
一
定
期
間
内
に
保
険
事
故
（
共
済
事
故
を
含
む
。
）
が
発
生
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
返
還
金
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
の
支
払
が
な
い
生
命
保
険
契
約
又
は
損
害
保
険
契
約

三
　
施
行
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
に
掲
げ
る
契
約
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る

契
約

四
　
普
通
保
険
約
款
に
お
い
て
、
団
体
又
は
団
体
の
代
表
者
を
契
約
者
と
し
、
当
該
団
体
に
所
属
す
る
者
を
保
険

法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
条
第
四
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
と
な
つ

て
い
る
生
命
保
険
契
約
又
は
損
害
保
険
契
約

五
　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
条
第
三

号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
管
理
組
合
又
は
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
管
理
者
等
を
契
約
者
と
し
、
建
物
の
区
分

所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
四
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
共
用
部

分
又
は
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
（
団
地
共
用
部
分
）
に
規
定
す
る
団
地
共
用
部
分
を
保
険
の
目
的
と
す
る
損

害
保
険
契
約

７
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
に
つ
い
て
受
益
者
（
受
益
者
と
し
て
の
権
利
を
現
に
有
す
る
者
の
存
し
な
い
信

託
に
あ
つ
て
は
、
委
託
者
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
別
に
当
該
信
託
の
信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
を

法
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
（
当
該
財
産
の
う
ち
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
り
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
財
産
の
見
積
価
額
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

13



じ
。
）
の
合
計
額
（
そ
の
年
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
信
託
に
つ
き
法
第
五
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由

が
生
じ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
当
該
信
託
と
受
益
者
が
同
一
で
あ
る
他
の
信
託
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
従
前
信
託
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
当
該
事
由
が
生
じ
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該
信
託
及
び
当
該
従
前
信
託
の

信
託
財
産
に
属
す
る
財
産
を
法
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
の
合
計

額
）
が
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
（
定
義
）
に
規
定

す
る
投
資
信
託
で
あ
る
こ
と
。

三
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
貸
付
信
託
（
貸
付
信
託
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項

（
定
義
）
に
規
定
す
る
貸
付
信
託
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
受
益
権
が
当
該
貸
付
信
託
の
無

記
名
式
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
受
益
証
券
発
行
信
託
（
信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
第
百
八
十
五
条
第

三
項
（
受
益
証
券
の
発
行
に
関
す
る
信
託
行
為
の
定
め
）
に
規
定
す
る
受
益
証
券
発
行
信
託
を
い
う
。
）
の
受

益
権
が
当
該
受
益
証
券
発
行
信
託
の
無
記
名
式
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

五
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
由

イ
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
次
に
掲

げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託

（２）
　
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
七
十
条
の
二
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
（
直

系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
）
に
規
定
す
る
教
育
資
金
管
理

契
約
に
基
づ
く
信
託

（３）
　
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
二
の
三
第
二
項
第
二
号
イ
（
直
系
尊
属
か
ら
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一

括
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
）
に
規
定
す
る
結
婚
・
子
育
て
資
金
管
理
契
約
に
基
づ
く

信
託

（４）
　
委
託
者
と
受
益
者
等
（
法
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
受
益
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
と
が
同
一
で
あ
る
信
託

ロ
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
由

（１）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
に
つ
い
て
生
じ
た
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
所
得

税
法
第
二
百
二
十
四
条
の
三
第
二
項
（
株
式
等
の
譲
渡
の
対
価
の
受
領
者
の
告
知
）
に
規
定
す
る
株
式
等

又
は
同
法
第
二
百
二
十
四
条
の
四
（
信
託
受
益
権
の
譲
渡
の
対
価
の
受
領
者
の
告
知
）
に
規
定
す
る
信
託

受
益
権
の
譲
渡
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
信
託
の
受
託
者
が
同
法
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項

（
支
払
調
書
及
び
支
払
通
知
書
）
に
規
定
す
る
調
書
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
。

（２）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
顧
客
分
別
金
信
託
等
（
金
融
商
品
取
引
法
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項

（
分
別
管
理
）
の
規
定
に
よ
る
信
託
、
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一

年
労
働
省
令
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
（
貯
蓄
金
の
保
全
措
置
）
に
規
定
す
る
信
託
契
約
に

基
づ
く
信
託
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
信
託
を
い
う
。
ハ
（
３
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平

成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
の
二
イ
か
ら
ヘ
ま
で
（
金
融
商
品
取
引
業
か
ら

除
か
れ
る
も
の
）
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
金
銭
の
信
託
（
当
該
信
託
に
つ
き
法
第
五
十
九
条
第

三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
信
託
の
受
益
者
等
が
取
得
す
る
金
銭
そ
の
他
の

資
産
が
、
退
職
手
当
金
等
又
は
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
（
給
与
所
得
）
に
規
定
す
る
給
与
等
若
し

く
は
同
法
第
三
十
条
第
一
項
（
退
職
所
得
）
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
（
ハ
（
４
）
に
お
い
て
「
給
与
所

得
等
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
信
託
に
限
る
。
（
４
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る

こ
と
。

（４）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
金
銭
の
信
託
で
あ
る
こ
と
。

（ｉ）
　
発
行
法
人
等
（
株
式
の
発
行
法
人
又
は
当
該
発
行
法
人
と
資
本
関
係
若
し
く
は
取
引
関
係
を
有
す
る

法
人
で
あ
つ
て
当
該
発
行
法
人
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。
（
４
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
委
託
者
と
す

る
信
託
で
、
当
該
受
託
者
が
当
該
発
行
法
人
の
株
式
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ｉｉ）
　
当
該
受
託
者
が
取
得
し
た
株
式
は
、
（
ｉ
）
の
発
行
法
人
等
の
定
款
の
規
定
、
株
主
総
会
、
社
員
総

会
、
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
決
議
若
し
く
は
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十

六
号
）
第
四
百
四
条
第
三
項
（
指
名
委
員
会
等
の
権
限
等
）
の
報
酬
委
員
会
の
決
定
又
は
当
該
発
行
法

人
等
の
従
業
員
の
勤
続
年
数
、
業
績
そ
の
他
の
基
準
を
勘
案
し
て
当
該
発
行
法
人
等
が
定
め
た
当
該
株

式
の
付
与
に
関
す
る
規
則
に
従
つ
て
当
該
発
行
法
人
等
の
役
員
若
し
く
は
従
業
員
で
あ
る
者
若
し
く
は

役
員
若
し
く
は
従
業
員
で
あ
つ
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。
）
に
付
与

さ
れ
る
こ
と
。

（ｉｉｉ）
　
当
該
受
託
者
が
そ
の
信
託
財
産
と
し
て
受
け
入
れ
る
金
銭
は
、
そ
の
全
て
が
（
ｉ
）
の
発
行
法
人
等

か
ら
拠
出
さ
れ
る
こ
と
。

（ｉｖ）
　
当
該
受
託
者
に
そ
の
信
託
財
産
と
し
て
新
株
予
約
権
が
付
与
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
新
株
予
約
権

の
全
て
が
（
ｉ
）
の
発
行
法
人
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
こ
と
。

（５）
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
生
じ
た
こ
と
。

（ｉ）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
に
つ
い
て
受
益
者
等
の
合
併
又
は
分
割
が
あ
つ
た
こ
と
。

（ｉｉ）
　
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
五
条
第
一

項
（
定
型
的
信
託
契
約
約
款
の
変
更
等
）
に
規
定
す
る
定
型
的
信
託
契
約
に
基
づ
く
信
託
の
受
益
権
に

つ
い
て
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
買
取
り
の
請
求
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
信
託
の
受
託
者
が
当

該
受
益
権
を
買
い
取
つ
た
こ
と
（
当
該
受
託
者
が
当
該
受
益
権
を
遅
滞
な
く
消
却
す
る
場
合
に
限
る
。
）

。
（ｉｉｉ）
　
貸
付
信
託
法
第
六
条
第
六
項
（
信
託
約
款
の
変
更
）
又
は
第
十
一
条
（
受
託
者
に
よ
る
受
益
証
券
の

取
得
）
の
規
定
に
よ
り
貸
付
信
託
の
受
託
者
が
当
該
貸
付
信
託
の
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受

益
証
券
を
買
い
取
つ
た
こ
と
（
当
該
受
託
者
が
当
該
受
益
証
券
に
係
る
受
益
権
を
遅
滞
な
く
消
却
す
る

場
合
に
限
る
。
）
。

ハ
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
由

（１）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
二
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

教
育
資
金
管
理
契
約
に
基
づ
く
信
託
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
二
の
三
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

結
婚
・
子
育
て
資
金
管
理
契
約
に
基
づ
く
信
託
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
顧
客
分
別
金
信
託
等
で
あ
る
こ
と
。

（４）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
が
ロ
（
４
）
（
ｉ
）
か
ら
（
ｉ
ｖ
）
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た

す
金
銭
の
信
託
（
当
該
信
託
に
つ
き
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

り
当
該
信
託
の
受
益
者
等
が
取
得
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
が
給
与
所
得
等
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る

当
該
信
託
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
の
終
了
直
前
の
受
益
者
等
が
当
該
受
益
者
等
と
し
て
有
し
て
い
た
当
該
信

託
に
関
す
る
権
利
に
相
当
す
る
当
該
信
託
の
残
余
財
産
の
給
付
を
受
け
る
べ
き
、
又
は
帰
属
す
べ
き
者
と

な
つ
た
こ
と
。

（６）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
の
残
余
財
産
が
な
い
こ
と
。

（７）
　
受
託
者
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
同
法
第
一
条
第
一
項
（
兼
営
の
認

可
）
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
同
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
に
限
る
。
）
の
引
き
受
け
た
貸
付
信
託
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又
は
合
同
運
用
信
託
（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
二
十
六
号
（
定
義
）
に

規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
を
い
う
。
）
の
残
余
財
産
が
信
託
法
第
百
八
十
二
条
第
三
項
（
残
余
財
産
の
帰

属
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
受
託
者
に
帰
属
し
た
こ
と
。

ニ
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
　
次
に
掲
げ
る
事
由

（１）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
の
受
益
者
等
が
一
の
者
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
受
託
者
の
引
き
受
け
た
信
託
の
受
益
者
等
（
法
人
税
法
第
二
条
第
二
十
九
号
の
二
に
規
定
す
る
法
人
課

税
信
託
の
受
託
者
を
含
む
。
）
が
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
当
該
信
託
に
関
す
る
権
利
の
価
額
に
変
動
が
な
い
こ

と
。

８
　
法
第
五
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
数
は
、
同
項
に
規
定
す
る

調
書
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
調
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
期
限
の
属
す
る
年
の
前
々
年
の
一
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
そ
の
者
が
提
出
す
べ
き
で
あ
つ
た
当
該
調
書
の
第
五
号
書
式
か
ら
第
九
号

書
式
ま
で
の
書
式
ご
と
の
枚
数
と
す
る
。

９
　
調
書
を
提
出
す
べ
き
者
が
法
第
五
十
九
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
同
項

に
規
定
す
る
記
載
事
項
（
次
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
三
項
第
三
号
に
お
い
て
「
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
同

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
届
出
そ

の
他
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令

第
四
条
（
事
前
届
出
等
）
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

10
　
法
第
五
十
九
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

一
　
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定

の
例
に
よ
り
届
出
を
し
た
者
　
同
令
第
五
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
記
載
事
項
を
送
信
す
る
方
法

二
　
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
四
項
の
規
定

の
例
に
よ
り
届
出
を
し
た
者
　
同
令
第
五
条
の
二
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
記
載
事
項
を
同
項
に
規
定
す
る
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
か
つ
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
（
当
該
届
出
を
し
た
者
が
同
条
第
七
項
の
承
認
を
受
け

て
い
る
場
合
に
は
、
第
十
四
項
に
規
定
す
る
税
務
署
長
）
に
対
し
て
、
当
該
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
当

該
記
載
事
項
を
閲
覧
し
、
及
び
国
税
庁
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
権

限
を
付
与
す
る
方
法

11
　
前
項
第
二
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
記
載
事
項
を
提
供
す
る
者
は
、
同
号
に
規
定
す
る
特
定
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

し
た
当
該
記
載
事
項
の
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。
）
を
同
号
の
権
限
を
付
与
し
た
状
態
で
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
省
令
第
五
条
の
二
第
三
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12
　
法
第
五
十
九
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
記
録
用
の
媒
体
は
、
光
デ
ィ
ス
ク
又
は
磁
気

デ
ィ
ス
ク
と
す
る
。

13
　
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項
の
申
請
書
の
提
出
を
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
所
在

地
及
び
法
人
番
号
（
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は

所
在
地
）

二
　
法
第
五
十
九
条
第
七
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

三
　
記
載
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
税
務
署
長
及
び
当
該
税
務
署
長
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
理
由

四
　
法
第
五
十
九
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
か
の
別

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

14
　
法
第
五
十
九
条
第
七
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
税
務
署
長
は
、
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項
の
所
轄
税

務
署
長
へ
の
申
請
に
基
づ
く
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
係
る
前
項
第
三
号
の
税
務
署
長
と

す
る
。

（
調
書
の
書
式
）

第
三
十
一
条
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
調
書
は
第
五
号
書
式
又
は
第
六
号
書
式
に
よ
り
、
同
項
第
二
号
の

調
書
は
第
七
号
書
式
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
の
調
書
は
第
八
号
書
式
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
の
調
書
は
第
九
号
書

式
に
よ
る
。

２
　
国
税
庁
長
官
は
、
第
五
号
書
式
か
ら
第
九
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
書
式
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
所
要

の
事
項
を
付
記
す
る
こ
と
又
は
一
部
の
事
項
を
削
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
庁
長
官
は
、

併
せ
て
こ
れ
ら
の
用
紙
の
大
き
さ
を
第
五
号
書
式
か
ら
第
九
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
大
き
さ
以
外
の
大
き
さ
（
産

業
標
準
化
法
第
二
十
条
第
一
項
（
日
本
産
業
規
格
）
に
規
定
す
る
日
本
産
業
規
格
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
定
目
的
会
社
等
の
範
囲
等
）

第
三
十
二
条
　
施
行
令
第
三
十
四
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
目
的
会
社
又
は
こ
れ
に
類
す
る
会
社
で
あ
つ

て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項

（
定
義
）
に
規
定
す
る
特
定
目
的
会
社
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
目
的
会
社
」
と
い
う
。
）
又
は
専
ら
資
産
流
動
化

（
一
連
の
行
為
と
し
て
、
有
価
証
券
の
発
行
又
は
資
金
の
借
入
れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
金
銭
を
も
つ
て
資
産
を
取
得

し
、
当
該
資
産
の
管
理
及
び
処
分
に
よ
り
得
ら
れ
る
金
銭
を
も
つ
て
、
当
該
有
価
証
券
又
は
資
金
の
借
入
れ
に
係

る
債
務
の
履
行
を
行
う
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
会
社
（
会
社
法
第
二
条
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
外
国
会
社
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件

を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一
　
資
産
流
動
化
に
係
る
業
務
及
び
そ
の
附
帯
業
務
を
現
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

二
　
資
産
流
動
化
に
係
る
業
務
と
し
て
取
得
し
た
資
産
以
外
の
資
産
（
当
該
資
産
流
動
化
に
係
る
業
務
及
び
そ
の

附
帯
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
産
並
び
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
業
務
上
の
余
裕
金
を
除

く
。
）
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

三
　
当
該
有
価
証
券
の
発
行
に
際
し
て
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
取
得
勧
誘
を
行

つ
て
い
る
こ
と
。

２
　
施
行
令
第
三
十
四
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
財
務
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
特
定
目
的
会
社
又
は
前
項
に
規
定
す
る
会
社
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
（
剰
余
金
の
配
当
若
し
く
は
利

益
の
配
当
又
は
残
余
財
産
の
分
配
に
つ
い
て
優
先
的
内
容
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
全
部
を
保
有
し
、
か
つ
、

当
該
発
行
済
株
式
又
は
出
資
以
外
の
資
産
を
保
有
し
て
い
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
施
行
令
第
三
十
四
条
第
四
項
第
四
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人

は
、
専
ら
資
産
流
動
化
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
益
事
業
の
範
囲
）

２
　
施
行
令
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
六
条
（
学
校
の
設
置
者
の
特
例
）
に
規
定
す
る
私
立
の
幼
稚
園
又

は
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
係
る
特

例
）
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
幼
稚
園
等
」
と
い

う
。
）
を
設
置
し
、
運
営
す
る
事
業
と
す
る
。

（
幼
稚
園
等
経
営
事
業
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
者
）

３
　
施
行
令
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
被
相
続
人
（
当
該
被
相
続
人
の
被
相
続
人
を
含

む
。
）
に
よ
り
当
該
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
の
開
始
の
年
の
五
年
前
の
年
の
一
月
一
日
前
か
ら
引
き
続
い
て
行
わ

れ
て
き
た
前
項
に
規
定
す
る
事
業
を
当
該
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
承
継
し
、
か
つ
、
当
該
事
業
に
係
る
幼
稚
園

等
に
お
け
る
教
育
又
は
保
育
（
以
下
単
に
「
教
育
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
も
の
と
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
専
ら
供
す
る
も
の
（
以
下
「
教
育
用
財
産
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
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に
よ
り
届
出
が
さ
れ
て
い
る
財
産
を
当
該
被
相
続
人
か
ら
の
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
て
こ
れ
を
当
該
事
業

の
用
に
供
す
る
相
続
人
で
、
当
該
相
続
の
開
始
の
年
以
後
の
年
も
当
該
事
業
を
引
き
続
い
て
行
う
こ
と
が
確
実
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
個
人
は
、
当
該
事
業
に
係
る
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
用
財
産
を
取
得

し
て
、
こ
れ
を
当
該
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
当
該
教
育
の
用
に
供
し
た
日
か
ら
四

月
以
内
に
、
そ
の
旨
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
個
人
の
所
得
税
の
納
税
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
当
該
幼
稚
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
当
該
教
育
の
用
に
供
し
た
教
育
用
財
産
（
当
該
届
出
書
が
最
初
に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
提
出
の
日
に
お
い
て
当
該
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
教
育
用
財
産
）
の
明
細
、
そ
の

用
途
及
び
所
在
地
又
は
所
在
場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

５
　
前
項
の
届
出
書
を
提
出
し
た
個
人
は
、
当
該
届
出
書
に
記
載
し
た
教
育
用
財
産
を
当
該
個
人
が
行
う
同
項
に
規

定
す
る
事
業
に
係
る
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
し
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
教
育
の
用
に
供
し
な

く
な
つ
た
日
か
ら
四
月
以
内
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
同
項
の
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
届
出
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
当
該
幼
稚
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
当
該
教
育
用
財
産
で
当
該
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
し
な
く
な
つ
た
も
の
の
明
細
及
び
そ
の
所
在

地
又
は
所
在
場
所

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

６
　
教
育
用
財
産
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
を
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
附
則
第

四
項
に
規
定
す
る
個
人
が
、
そ
の
年
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
の
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
七
号
（
定

義
）
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
内
に
提
出
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
当
該
幼
稚
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
そ
の
年
十
二
月
三
十
一
日
（
そ
の
者
が
年
の
中
途
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
の
日
）
に
お
い
て
そ

の
者
の
行
う
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
幼
稚
園
等
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
教
育
用

財
産
の
明
細
、
そ
の
用
途
及
び
所
在
地
又
は
所
在
場
所

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

７
　
施
行
令
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
が
満
た
さ

れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

一
　
施
行
令
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
同
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
個
人

及
び
当
該
個
人
に
係
る
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
事
業
を
行
つ
て
い
た
被
相
続
人
（
当
該
被
相
続
人
の
被

相
続
人
で
当
該
事
業
を
行
つ
て
い
た
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
以
下
「
事
業
経
営
者
」
と
総
称
す
る
。
）
が
、

当
該
被
相
続
人
に
係
る
相
続
の
開
始
の
年
の
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
に
お
い
て
当
該
事
業
に
係
る
資
産
の
う

ち
そ
の
者
の
家
事
の
た
め
に
充
て
る
も
の
の
金
額
は
、
当
該
事
業
の
規
模
及
び
当
該
事
業
の
使
用
人
に
対
す
る

給
与
の
支
給
の
状
況
並
び
に
当
該
事
業
に
係
る
幼
稚
園
等
と
同
種
、
同
規
模
の
幼
稚
園
等
を
設
置
す
る
私
立
学

校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
（
定
義
）
に
規
定
す
る
学
校
法
人
の
代
表
者
に
対
す
る

報
酬
の
支
給
の
状
況
等
に
照
ら
し
、
そ
の
者
が
当
該
事
業
か
ら
受
け
る
報
酬
の
額
と
し
て
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
金
額
と
し
て
次
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
事
業
に
係
る
そ
の
者
の
所
得
税

の
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
認
定
を
受
け
た
金
額
（
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
附
則
第
八
項
の
申

請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
係
る
当
該
金
額
に
関
し
、
こ
の
号
の
規
定
に
よ
る
認
定

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
に
係
る
年
以
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
認
定
を
受
け
た
金
額
）
を
超
え
て

い
な
い
こ
と
。

二
　
前
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
に
お
い
て
、
事
業
経
営
者
の
親
族
そ
の
他
事
業
経
営
者
と
法
第

六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
関
係
（
以
下
「
特
別
関
係
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
者
で
当
該
事
業
に
従

事
す
る
も
の
に
対
し
て
支
給
す
る
給
与
の
金
額
は
、
そ
の
労
務
に
従
事
し
た
期
間
、
労
務
の
性
質
及
び
そ
の
提

供
の
程
度
、
当
該
事
業
に
従
事
す
る
他
の
使
用
人
が
支
払
を
受
け
る
給
料
の
状
況
並
び
に
当
該
事
業
に
係
る
幼

稚
園
等
と
同
種
の
幼
稚
園
等
が
支
給
す
る
給
与
の
状
況
等
に
照
ら
し
、
そ
の
労
務
の
対
価
と
し
て
相
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
事
業
経
営
者
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
又
は
当
該
五
年
前
の
年
以
後

に
お
い
て
相
続
若
し
く
は
遺
贈
若
し
く
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
若
し
く
は
贈
与
税
に
係

る
国
税
通
則
法
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
（
無
申
告
加
算
税
）
の
無
申
告
加
算
税
又
は

同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
（
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
重
加
算
税
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
（
重
加
算
税
）
の
重
加
算
税
を
課
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
各
年
に
お
い
て
所
得
税
法
第

四
編
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
（
源
泉
徴
収
）
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
て
納
付
す
べ
き
所
得
税
に
係
る
国
税
通

則
法
第
六
十
七
条
第
一
項
（
不
納
付
加
算
税
）
の
不
納
付
加
算
税
又
は
同
法
第
六
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
（
同
条
第
三
項
の
重
加
算
税
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
重
加
算
税
を
徴
収
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

四
　
事
業
経
営
者
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
連
続
し
て
所
得
税
法

第
二
条
第
一
項
第
四
十
号
に
規
定
す
る
青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
事
業
経
営
者
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
総
収
入

金
額
に
算
入
さ
れ
る
金
額
及
び
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
金
額
の
う
ち
、
当
該
事
業
に
係
る
収
入
金
額
及
び
費

用
の
額
と
他
の
収
入
金
額
及
び
費
用
の
額
と
を
明
確
に
区
分
し
て
経
理
し
て
お
り
、
か
つ
、
所
得
税
法
施
行
規

則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
一
号
）
第
五
十
六
条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で
（
青
色
申
告
者
の
備
え
付
け
る

べ
き
帳
簿
書
類
等
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
当
該
事
業
に
つ
き
帳
簿
書
類
を
備
え
付
け
て
、
こ
れ
に
当
該
事
業

に
係
る
収
入
金
額
及
び
費
用
の
額
、
資
産
、
負
債
及
び
資
本
に
係
る
一
切
の
取
引
並
び
に
第
二
号
に
規
定
す
る

事
項
を
記
録
し
、
保
存
し
て
い
る
こ
と
。

六
　
事
業
経
営
者
は
、
当
該
事
業
に
属
す
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年

に
お
い
て
、
当
該
事
業
の
た
め
の
支
出
（
同
号
の
税
務
署
長
の
認
定
を
受
け
た
金
額
の
範
囲
内
に
お
け
る
当
該

事
業
に
係
る
事
業
経
営
者
の
家
事
に
充
て
る
た
め
の
支
出
を
含
む
。
）
以
外
の
支
出
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

七
　
事
業
経
営
者
は
、
当
該
事
業
に
係
る
施
設
に
つ
い
て
、
第
一
号
に
規
定
す
る
五
年
前
の
年
以
後
の
各
年
に
お

い
て
、
当
該
事
業
以
外
の
事
業
並
び
に
当
該
事
業
に
係
る
事
業
経
営
者
及
び
そ
の
者
と
特
別
関
係
が
あ
る
者
の

用
に
供
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
事
業
の
た
め
の
担
保
以
外
の
担
保
に
供
し
て
い
な
い
こ
と
。

８
　
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
個
人
が
前
項
第
一
号
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
個
人
の
所

得
税
の
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
書
を
提
出
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二
　
そ
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
以
後
の
各
年
に
お
い
て
当
該
事
業
に
係
る
資
産
の
う
ち
当
該
個
人
の
家
事

の
た
め
に
充
て
る
も
の
の
金
額
の
限
度
額
及
び
当
該
事
業
に
お
け
る
そ
の
者
の
職
務
の
内
容

三
　
当
該
幼
稚
園
等
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
幼
稚
園
等
の
概
要

四
　
当
該
事
業
に
従
事
す
る
使
用
人
（
当
該
個
人
と
特
別
関
係
が
あ
る
者
で
当
該
事
業
に
従
事
す
る
も
の
を
含

む
。
）
の
氏
名
、
年
齢
及
び
職
務
の
内
容
並
び
に
給
与
の
金
額
、
そ
の
昇
給
の
基
準
並
び
に
支
給
の
方
法
及
び

形
態

五
　
前
号
の
使
用
人
の
う
ち
同
号
の
特
別
関
係
が
あ
る
者
で
当
該
事
業
に
従
事
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
者
に
つ
い
て
の
当
該
特
別
関
係
の
内
容

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

９
　
税
務
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
申
請
に
係
る
同
項
第

二
号
の
限
度
額
に
つ
き
そ
の
申
請
を
し
た
者
が
附
則
第
七
項
第
一
号
の
事
業
か
ら
受
け
る
報
酬
の
額
と
し
て
相
当

で
あ
る
金
額
と
し
て
認
め
て
同
号
の
認
定
を
し
、
又
は
そ
の
申
請
を
却
下
す
る
。

10
　
税
務
署
長
は
、
附
則
第
八
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
認
定
又
は
却
下
の
処
分
を

す
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
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11
　
附
則
第
八
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

そ
の
申
請
に
つ
き
認
定
又
は
却
下
の
処
分
が
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
日
に
お
い
て
そ
の
認
定
が
あ
つ
た
も
の
と

み
な
す
。

12
　
附
則
第
八
項
の
規
定
は
、
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
者
が
、
当
該
事
業
に
係
る
資
産
の
う
ち
そ
の

者
の
家
事
の
た
め
に
充
て
る
も
の
の
金
額
の
限
度
額
で
附
則
第
七
項
第
一
号
の
認
定
を
受
け
た
も
の
の
変
更
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
八
項
第
六
号
中
「
そ
の
他
参
考
と
な
る

べ
き
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
変
更
前
の
第
二
号
に
規
定
す
る
限
度
額
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

13
　
附
則
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
附
則
第
八
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ

つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
十
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
附
則
第
九
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
四
月
二
日
大
蔵
省
令
第
二
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
国
税
通
則
法
の
施
行
等
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
四
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
三
条
の
規
定
及
び
第
一
号
書
式
か
ら
第
三
号
書
式
ま
で
は
、
昭
和
四
十
六
年

四
月
一
日
以
後
に
相
続
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
二
十
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
相

続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
当
該
事
実

が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
六
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
条
の
規
定
及
び
第
五
号
書
式
か
ら
第
八
号
書
式
ま
で
は
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同

日
前
に
当
該
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
七
月
一
二
日
大
蔵
省
令
第
三
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
死
亡
し
た
被
相
続
人
（
当
該
被
相

続
人
の
被
相
続
人
を
含
む
。
）
に
よ
り
当
該
被
相
続
人
に
係
る
相
続
の
開
始
の
年
の
五
年
前
の
年
の
一
月
一
日
以

前
か
ら
引
続
き
行
わ
れ
て
き
た
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
に

規
定
す
る
事
業
を
当
該
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
承
継
し
た
当
該
被
相
続
人
の
相
続
人
に
係
る
新
規
則
附
則
第
三

項
、
第
七
項
及
び
第
十
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
附
則
第
三
項
中
「
届
出
が
さ
れ
て
い
る
財

産
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
が
さ
れ
て
い
る
財
産
（
昭
和
五
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
当
該
事
業
を
行
う
個
人
が
当

該
届
出
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
個
人
の
相
続
人
に

よ
り
当
該
事
業
に
係
る
学
校
に
お
け
る
教
育
用
財
産
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
届
出

が
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」
と
、
新
規
則
附
則
第
七
項
第
一
号
中
「
次
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
次
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

準
じ
て
」
と
、
「
の
認
定
を
受
け
た
金
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
に
申
請
書
を
提
出
し
て
当
該
税
務
署
長
の
認
定
を

受
け
た
金
額
（
昭
和
五
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
そ
の
者
が
当
該
申
請
書
を
提
出
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お

い
て
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
被
相
続
人
が
行
つ
て
い
た
当
該
事
業
を
承
継
し
た
相
続
人
が

次
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
こ
の
号
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当

該
認
定
を
受
け
た
金
額
と
し
、
」
と
、
「
金
額
）
」
と
あ
る
の
は
「
金
額
と
す
る
。
）
」
と
、
新
規
則
附
則
第
十
一
項

中
「
同
項
に
規
定
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
六
月
を
経
過

す
る
日
」
と
す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
、
現
に
新
規
則
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
を
行
つ
て
い
る
個
人
に
つ
い

て
は
、
同
日
に
お
い
て
当
該
事
業
に
係
る
学
校
に
お
け
る
教
育
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
新
規
則
附
則
第
三
項
に
規

定
す
る
教
育
用
財
産
を
同
日
に
お
い
て
取
得
し
、
こ
れ
を
当
該
教
育
の
用
に
供
し
た
も
の
と
み
な
し
て
新
規
則
附

則
第
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
四
月
以
内
」
と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
五
十
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
相
続
税

法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
項
第
一
号
の
調
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
す
る

当
該
調
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
昭
和
六
十
四
年
一
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
四
月
六
日
大
蔵
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
四
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
規
定
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
相
続
税
法
施
行
令
第
四
条
の
九
第
一
項
に
規
定

す
る
受
託
者
の
営
業
所
等
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
受
理
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
添
付
す
べ
き
書
類

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
当
該
受
託
者
の
営
業
所
等
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
受
理
し
た
障
害
者
非
課
税

信
託
申
告
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
か
ら
平
成
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
相
続
税
法
施
行
令
第
四
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
受
託
者

の
営
業
所
等
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
受
理
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
添
付
す
べ
き
書
類
に
係
る
新
規

則
第
二
条
第
一
号
ロ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
中
「
写
し
」
と
あ
る
の
は
、
「
写
し
又
は
厚
生
大
臣

若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
か
ら
交
付
を
受
け
た
そ
の
者
の
精
神
の
障
害
の
程
度
が
国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
別
表
に
定
め
る
一
級
の
障
害
の
状
態
と
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類

の
写
し
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
大
蔵
省
令
第
三
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
九
条
の
規
定
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
贈
与
（
贈
与
者
の
死
亡
に

よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
一
四
日
財
務
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
相
続
税
法
施
行
規
則
」
と

い
う
。
）
第
七
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
項
に
規

定
す
る
調
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
当
該
調
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
七
号
書
式

に
定
め
る
調
書
に
新
相
続
税
法
施
行
規
則
第
七
号
書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
一
八
日
財
務
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
相
続
税
法
施
行
規
則
」
と

い
う
。
）
第
七
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
項
に
規

定
す
る
調
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
当
該
調
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
七
号
書
式

に
定
め
る
調
書
に
新
相
続
税
法
施
行
規
則
第
七
号
書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
七
日
財
務
省
令
第
七
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
四
第
三
項

及
び
第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
相
続
又
は
遺
贈
（
贈
与
を
し
た
者
の

死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
新
法
第
二
十
一
条
の
九
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
二
十
一
条
の

九
第
二
項
の
届
出
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
」
と
い
う
。
）
の
提
出
を
す
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
に
当
該
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
提
出
を
す
る
者

又
は
新
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
新
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項

第
二
号
に
掲
げ
る
住
所
又
は
居
所
を
証
す
る
書
類
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
所
等
証
明
書
類
」
と
い
う
。
）

を
添
付
す
る
際
に
は
、
当
該
提
出
を
す
る
者
又
は
当
該
被
相
続
人
の
平
成
十
五
年
一
月
一
日
以
後
の
住
所
又
は
居

所
を
証
す
る
書
類
の
添
付
を
も
っ
て
当
該
住
所
等
証
明
書
類
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
に
新
法
第
二
十
一
条
の
九
第
一
項
の
贈
与
を
し
た
者

の
新
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
住
所
又
は
居
所
を
証
す
る
書
類
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
住
所
等
証
明
書
類
」
と
い
う
。
）
を
添
付
す
る
際
に
は
、
当
該
贈
与
を
し
た
者
の
平
成
十
五
年
一

月
一
日
以
後
の
住
所
又
は
居
所
を
証
す
る
書
類
の
添
付
を
も
っ
て
当
該
住
所
等
証
明
書
類
の
添
付
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
四
日
財
務
省
令
第
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
三
月
七

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
七
月
一
二
日
財
務
省
令
第
五
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
財
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
十
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
　
平
成
十
九
年
十
月
一
日

二
　
第
一
条
の
四
を
第
一
条
の
六
と
し
、
第
一
条
の
三
を
第
一
条
の
五
と
し
、
第
一
条
の
二
の
次
に
二
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
十
三
条
第
一
項
の
改

正
規
定
、
第
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
号
書
式
の
改
正
規
定
並

び
に
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
　
信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
の
施
行
の
日

三
　
第
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
第
十
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
二
条
第
二

項
第
五
号
の
改
正
規
定
　
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施

行
の
日

（
公
益
事
業
の
範
囲
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
次
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま

で
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
相
続
又
は
遺
贈
（
贈
与
を
し
た

者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係

る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
一
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る

同
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
当
該
障
害
者
非
課
税

信
託
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
二
号
書
式
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
以
後
に
相
続
税
法
施
行
令
第
四
条
の
十
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
提
出
し
た
当
該
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
の
相
当
の
規
定
に
定
め
る
申
告
書

に
、
新
規
則
第
一
号
書
式
及
び
第
二
号
書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
六
日
財
務
省
令
第
三
八
号
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
調
書
提
出
の
限
度
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
お
け
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
第
五
号
ロ
（
３
）
（
ｉ
ｉ
）
中
「
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
限
る
。
）
、
受
託
者
（
同
法
に
よ
り

同
法
第
一
条
第
一
項
（
兼
営
の
認
可
）
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
同
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
に
限
る
。
）

の
引
き
受
け
た
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
時
に
お
い
て
当
該
信
託
の
委
託
者
と
受
益
者
と
が
同
一
の
法
人
で
あ
る
信

託
（
当
該
信
託
の
受
託
者
が
当
該
信
託
の
信
託
財
産
（
金
銭
債
権
及
び
当
該
金
銭
債
権
の
管
理
又
は
処
分
の
た
め

に
必
要
と
な
る
金
銭
に
限
る
。
）
の
管
理
又
は
処
分
に
よ
り
得
ら
れ
る
金
銭
（
当
該
金
銭
債
権
を
含
む
。
）
を
も
つ

て
当
該
同
一
の
法
人
か
ら
受
益
権
を
取
得
し
た
法
人
（
当
該
受
益
権
を
取
得
し
た
法
人
か
ら
当
該
受
益
権
を
取
得

し
た
法
人
を
含
む
。
）
に
対
し
て
当
該
信
託
の
受
益
権
に
係
る
債
務
の
履
行
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
受
益
権
が

他
の
法
人
へ
移
転
し
た
こ
と
又
は
当
該
受
託
者
の
引
き
受
け
た
貸
付
信
託
の
受
益
権
に
つ
い
て
相
続
若
し
く
は
遺

贈
が
あ
つ
た
こ
と
」
と
、
同
号
ハ
（
４
）
中
「
（
兼
営
の
認
可
）
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
に
規
定
す
る
」

と
、
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
帰
属
し
た
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
帰
属
し
た
こ
と
又
は
当
該
受

託
者
の
引
き
受
け
た
貸
付
信
託
の
受
益
権
に
つ
い
て
相
続
若
し
く
は
遺
贈
が
あ
つ
た
こ
と
」
と
す
る
。

２
　
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
金
銭
債
権
」
と
あ
る
の
は
「
金
銭
債
権
又
は
不
動
産
」
と
、
「
貸
付
信
託
」
と
あ
る
の
は
「
貸
付
信
託
、
特
定
合

同
運
用
信
託
、
財
産
形
成
信
託
若
し
く
は
互
助
年
金
信
託
」
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
規
則
第
三
十
条
第
三
項
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意

義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
特
定
合
同
運
用
信
託
　
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
二
十
六
号
（
定
義
）
に
規

定
す
る
合
同
運
用
信
託
で
、
当
該
合
同
運
用
信
託
の
効
力
が
生
じ
た
時
に
お
い
て
委
託
者
と
受
益
者
と
が
同
一

で
あ
る
も
の
を
い
う
。

二
　
財
産
形
成
信
託
　
次
に
掲
げ
る
信
託
を
い
う
。

イ
　
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
（
勤
労
者
財
産
形

成
給
付
金
契
約
等
）
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
給
付
金
契
約
に
基
づ
く
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
信
託
等
の
範
囲
）
に
規
定
す
る
金
銭

信
託

ロ
　
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
六
条
の
三
第
二
項
（
勤
労
者
財
産
形
成
基
金
契
約
）
に
規
定
す
る
第
一
種
勤

労
者
財
産
形
成
基
金
契
約
に
基
づ
く
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
令
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
（
信
託
等

の
範
囲
）
に
規
定
す
る
金
銭
信
託

三
　
互
助
年
金
信
託
　
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
（
公
益
法
人
の
設
立
）
の
規
定

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人
又
は
財
団
法
人
が
年
金
の
給
付
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
る
規
程
に
基

づ
き
、
当
該
年
金
の
加
入
者
が
受
託
者
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法

律
第
四
十
三
号
）
に
よ
り
同
法
第
一
条
第
一
項
（
兼
営
の
認
可
）
に
規
定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
同
項
に
規
定

す
る
金
融
機
関
に
限
る
。
）
と
締
結
す
る
信
託
契
約
（
当
該
加
入
者
を
元
本
の
受
益
者
と
し
、
当
該
社
団
法
人

又
は
財
団
法
人
を
収
益
の
受
益
者
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
く
金
銭
信
託
を
い
う
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
八
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
提
出
す
る
同
項
に
規
定
す
る
調
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
信
託
会
社
が
信
託
を
引
き
受

け
た
こ
と
に
よ
り
提
出
す
べ
き
同
号
に
定
め
る
調
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
八
号
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
八
号
書
式
に
定
め
る
調
書
に
新
規
則

第
八
号
書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
一
四
日
財
務
省
令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
相
続
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
既
登
録
社
債
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
二
十
条
第
二
項

第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
一
八
日
財
務
省
令
第
六
五
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
十
七
条
第

一
項
の
改
正
規
定
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
漁
業
協
同
組
合
等
の
締
結
し
た
生
命
保
険
契
約
等
に
類
す
る
共
済
に
係
る
契
約
の
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の

二
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
取
得
す
る
共
済
金
に
係
る
同
条
に
規
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
又
は

水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
締
結
し
た
生
命
共
済
又
は
傷
害
共
済
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
取
得

し
た
共
済
金
に
係
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
漁
業
協
同
組
合
又
は
水
産
加
工
業

協
同
組
合
の
締
結
し
た
生
命
共
済
又
は
傷
害
共
済
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
管
理
処
分
不
適
格
財
産
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
八

号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
研
究
所
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う

ち
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政

法
人
緑
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
号
。
次
条
に
お
い
て
「
旧
緑
資
源
機
構
法
」
と
い
う
。
）
第

十
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
の
事
業
又
は
研
究
所
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
森
林
開
発
公

団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
農
用
地

整
備
公
団
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
四
十
三
号
。
次
条
に
お
い
て
「
旧
農
用
地
整
備
公
団
法
」
と
い
う
。
）
第

十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
が
施
行
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
新
規
則
第
二
十
一
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
施
行
令
第
十
九
条
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
相
続
税
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
五
十
七
号
）
附
則
第
四
条
（
物
納
劣
後
財
産
に
関
す
る
経
過

措
置
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
令
第
十
九
条
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
」
と
す
る
。

（
物
納
手
続
関
係
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
に
研
究
所
法
附
則
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
旧
緑
資
源
機
構

法
第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
イ
の
事
業
又
は
研
究
所
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
旧
農
用

地
整
備
公
団
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
事
業
が
施
行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
二

項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
物
納
申
請
土
地
が
こ
れ
ら
の
事
業
の
施
行
区
域
内
に
あ
る
と
き
に
お
け
る
同
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
六
号
イ
中
「
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
森
林
総

合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
八
号
。
以
下
イ
に
お
い
て
「
研
究
所
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
条

第
三
項
（
業
務
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構

法
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
（
平
成
十

四
年
法
律
第
百
三
十
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
旧
緑
資
源
機
構
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
二
項
（
換
地

計
画
）
若
し
く
は
研
究
所
法
附
則
第
十
一
条
第
三
項
（
業
務
の
特
例
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
る
森
林
開
発
公
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
八
条
（
農

用
地
整
備
公
団
法
の
廃
止
）
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
農
用
地
整
備
公
団
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
四
十
三

号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
旧
農
用
地
整
備
公
団
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
第
二
項
（
換
地
計
画
）
の
規

定
」
と
、
同
号
ロ
中
「
の
換
地
設
計
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
旧
緑
資
源
機
構
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
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旧
農
用
地
整
備
公
団
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
換
地
設
計
」
と
、
同
号
ハ
中
「
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
旧
緑
資
源
機
構
法
第
二
十
一
条
（
賦
課
金
）
若
し
く
は
旧
農
用
地
整
備
公
団
法
第
二
十
七
条
（
費
用
負
担
）
の

規
定
」
と
、
同
号
ニ
中
「
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
旧
緑
資
源
機
構
法
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
旧

農
用
地
整
備
公
団
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
財
務
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
二
日
財
務
省
令
第
八
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
一
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る

改
正
規
定
（
第
十
二
条
の
四
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
定
期
金
に
関
す
る
権
利
の
評
価
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
相
続
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
五
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項

（
定
期
金
に
関
す
る
権
利
の
評
価
に
関
す
る
経
過
措
置
）
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
同

項
の
定
期
金
給
付
契
約
に
係
る
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
そ
の
他
当
該
契
約
に
関
す
る
権
利
の
価
額
の
計
算
の
基
礎
に
影
響
を
及
ぼ
す
変
更

イ
　
解
約
返
戻
金
の
金
額

ロ
　
定
期
金
に
代
え
て
一
時
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
係
る
当
該
一
時
金
の
金
額

ハ
　
給
付
を
受
け
る
べ
き
期
間
又
は
金
額

ニ
　
予
定
利
率

二
　
契
約
者
又
は
定
期
金
受
取
人
の
変
更

三
　
当
該
契
約
に
関
す
る
権
利
を
取
得
す
る
時
期
の
変
更

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
変
更
に
類
す
る
変
更

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十

六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
日
財
務
省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書

式
ま
で
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税

法
第
二
十
一
条
の
四
、
相
続
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
十
三
号
。
以
下

「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
令
第
四
条
の
十
四
、
第
四
条
の
十
五
又
は
第
四
条
の
十

六
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
取

消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
及
び
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
適
用

し
、
施
行
日
前
に
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
四
、
改
正
令
に
よ
る
改
正

前
の
相
続
税
法
施
行
令
第
四
条
の
十
三
、
第
四
条
の
十
四
又
は
第
四
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
当
該
障

害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
及
び
障
害
者

非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
の
相
当
の
規
定
に
定
め
る
申
告
書

に
、
新
規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
三
一
日
財
務
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
の
改
正
規
定
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四

年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
益
事
業
の
範
囲
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
附
則
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
一
部
施
行
日
以
後
に
相
続
又
は
遺

贈
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係

る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
部
施
行
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
七
月
九
日
財
務
省
令
第
四
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
申
告
書
等
の
記
載
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、

施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
財
務
省
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令

第
百
七
十
九
号
。
以
下
「
番
号
利
用
法
整
備
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行

令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
番

号
利
用
法
整
備
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の

二
第
二
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
新
令
第
四
条
の
十
四
第
二

項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
旧
令
第
四
条
の
十

四
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
新
令
第
四
条
の
十
五
第
二

項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
旧
令
第
四
条
の
十

五
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
新
規
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
新

令
第
四
条
の
十
六
第
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日

前
に
提
出
し
た
旧
令
第
四
条
の
十
六
第
三
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
新
規
則
第
六
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
新
令
第
四
条
の
十
七
第
一
項
の
書

類
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
旧
令
第
四
条
の
十
七
第
一
項
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

６
　
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
若
し
く

は
遺
贈
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
贈
与
（
贈
与
を
し

20



た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
相
続
税
又
は

贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
相
続
若
し
く
は
遺
贈
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税

又
は
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７
　
新
規
則
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
三
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
十
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
請
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
同
条
第
一
項
の
申
請
書
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

８
　
新
規
則
第
二
十
条
第
三
項
第
一
号
、
第
四
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
三
十
九
条
第
六
項
（
同

条
第
二
十
九
項
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
同
法
第
三
十
九
条
第

十
三
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書
類
補
完
期
限
延
長
届
出
書
又
は
同
法

第
三
十
九
条
第
十
八
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
変
更
担
保
提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延

長
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
同
法
第
三
十
九
条
第
六
項
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書

類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書
類
補
完
期
限
延
長
届
出
書
又
は
同
条

第
十
八
項
に
規
定
す
る
変
更
担
保
提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

９
　
新
規
則
第
二
十
条
第
七
項
第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項

（
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
申
請
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
同
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項
の
申
請
書
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

10
　
新
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
項
第
一
号
、
第
七
項
第
一
号
及
び
第
八
項
第
一
号
の
規
定
は
、
施

行
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
、
同
法
第
四
十
二
条
第
四
項
（
同
法

第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手

続
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
同
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
（
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
補
完
期
限
延
長
届
出
書

又
は
同
法
第
四
十
二
条
第
二
十
三
項
（
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
収
納
関
係
措
置
期
限
延
長
届
出
書
に
つ
い
て

適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
、
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
補
完

期
限
延
長
届
出
書
又
は
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
収
納
関
係
措
置
期
限
延
長
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

11
　
新
規
則
第
二
十
二
条
第
九
項
第
一
号
、
第
二
十
三
条
第
一
号
、
第
二
十
四
条
第
一
号
、
第
二
十
五
条
第
一
号
、

第
二
十
六
条
第
一
号
及
び
第
二
十
八
条
第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
四
十
二
条
第

二
十
七
項
（
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
届
出
書
、
新
令
第
二
十
条
第
二
項
の
書
類
又
は
同
法
第
四
十
三
条
第
五
項
（
同
法

第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
、
第
四
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
に
つ
い
て

適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
同
法
第
四
十
二
条
第
二
十
七
項
の
届
出
書
、
旧
令
第
二
十
条
第
二
項
の
書
類
又

は
同
法
第
四
十
三
条
第
五
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項

の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

12
　
新
規
則
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
同
条
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
開
示
請
求
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則

（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
開
示
請
求
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

13
　
新
規
則
第
三
十
条
第
八
項
第
一
号
及
び
第
九
項
第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
新
令
第
三
十
条

第
三
項
又
は
第
四
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
旧
令
第
三
十
条
第
三
項
又
は
第
四
項

の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

14
　
新
規
則
附
則
第
四
項
第
一
号
、
第
五
項
第
一
号
及
び
第
八
項
第
一
号
（
新
規
則
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
新
規
則
附
則
第
四
項
若
し
く

は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
届
出
書
又
は
新
規
則
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
旧
規
則
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
出
書
又
は
旧
規
則

附
則
第
八
項
（
旧
規
則
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
申
請
書

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
四
又
は
新
令

第
四
条
の
十
四
、
第
四
条
の
十
五
若
し
く
は
第
四
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す

る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
又
は
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
若
し

く
は
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
同
法
第
二
十
一
条
の
四
又
は

旧
令
第
四
条
の
十
四
、
第
四
条
の
十
五
若
し
く
は
第
四
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
又
は
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
、
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書

若
し
く
は
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
五
号
書
式
か
ら
第
七
号
書
式
ま
で
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該

当
す
る
事
実
が
生
ず
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
八
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
ず
る
場
合

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
旧
規
則
の
相
当
の
規
定
に
定
め
る
申
告
書
又
は
調
書
に
、
新
規
則

第
一
号
書
式
か
ら
第
八
号
書
式
ま
で
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
二
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
項
第
五
号
イ
（
３
）
を
同
号
イ
（
４
）
と
し
、

同
号
イ
（
２
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
、
同
号
ロ
（
２
）
に
係
る
部
分
及
び
同
号
ハ
（
５
）
を
同
号

ハ
（
６
）
と
し
、
同
号
ハ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま
で
を
同
号
ハ
（
３
）
か
ら
（
５
）
ま
で
と
し
、
同
号
ハ
（
１
）

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
五
号
書
式
の
改
正
規
定
、
第
六

号
書
式
の
改
正
規
定
、
第
八
号
書
式
の
改
正
規
定
及
び
同
号
書
式
を
第
九
号
書
式
と
し
、
第
七
号
書
式
の
次
に

次
の
書
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
　
平
成
三
十
年
一
月
一
日

二
　
第
九
条
の
改
正
規
定
、
同
条
第
三
号
を
削
る
改
正
規
定
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
及
び
第
十

六
条
第
三
項
第
二
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
二
十
八
号
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
申
告
書
の
添
付
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
規
定
は
、
前
条
第
二
号
に
定

め
る
日
以
後
に
贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取

得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
に
お
い
て
二
十
歳
以
上
で
あ
る
者
が
令
和
二
年
一
月
一
日
前
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
係
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第

十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
適

用
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
者
の
令
和
二
年
一
月
一
日
前
の
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
申
告
書
に
添
付

す
べ
き
当
該
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十
六
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
調
書
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
三
十
条
第
一
項
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
保
険
会
社
等
（
所
得
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
相
続
税
法
（
以
下
「
新
相
続
税
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
保
険
会
社
等

を
い
う
。
）
の
営
業
所
等
（
新
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
業
所
等
を
い
う
。
）
が
新
規
則
第
三

十
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
契
約
の
締
結
後
に
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
（
当
該
契
約
に
係
る
契
約

者
の
死
亡
に
伴
い
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
手
続
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
平

成
三
十
年
一
月
一
日
以
後
に
当
該
契
約
者
の
変
更
の
効
力
が
生
ず
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
日
前
に
効
力
が
生
じ
た
当
該
契
約
に
係
る
契
約
者
の
変
更
の
回
数
は
、
同
号
ハ
の
回
数
に
含
ま
な
い
も

の
と
す
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
新
規
則
第
五
号
書
式
及
び
第
六
号
書
式
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
以
後
に
新
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
生
ず
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
改
正
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
五
号
書
式
、
第
六
号
書
式
及
び
第
九
号
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
の
相

当
の
規
定
に
定
め
る
調
書
に
、
新
規
則
第
五
号
書
式
、
第
六
号
書
式
及
び
第
九
号
書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も

の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
第
六
条
第
三
号
の
改
正

規
定
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第
七
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
第
二
十
三
条
第
一
号
の

改
正
規
定
、
第
三
十
条
第
八
項
第
一
号
及
び
第
九
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
附
則
第
四
項
第
一
号
の
改
正
規

定
、
附
則
第
五
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
附
則
第
七
項
第
三
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
項
第
一
号
の
改

正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
六
条
の
規
定
　
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日

二
　
第
二
十
一
条
第
八
項
第
一
号
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
）

（
申
告
書
の
添
付
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成

二
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
又
は
遺
贈
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得

し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
九
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を

生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
申
請
書
等
の
記
載
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
一
条
の
六
第
一
項
、
第
六
条
及
び
第
二
十
条
第
一
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
施
行
令
（
以
下
「
施
行
令
」
と

い
う
。
）
第
四
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
五

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第

三
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
十
九
項
又
は
新
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

申
請
書
又
は
施
行
令
第
四
条
の
十
七
第
一
項
の
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し
た
施
行
令
第
四
条
の

二
第
二
項
若
し
く
は
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十

九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
十
九
項
又
は
旧
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請

書
又
は
施
行
令
第
四
条
の
十
七
第
一
項
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
二
十
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る
新
法
第
三
十
九
条
第
六
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、

新
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
担
保

提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
新
法
第
三
十
九
条
第
十
三
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
新
法
第
四
十
四
条

第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書
類
補

完
期
限
延
長
届
出
書
又
は
新
法
第
三
十
九
条
第
十
八
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
新
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第

四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
変
更
担
保
提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延

長
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し
た
旧
法
第
三
十
九
条
第
六
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
旧
法
第
四

十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係

書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
旧
法
第
三
十
九
条
第
十
三
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
旧
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又

は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供
関
係
書
類
補
完
期
限
延

長
届
出
書
又
は
旧
法
第
三
十
九
条
第
十
八
項
（
同
条
第
二
十
九
項
、
旧
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条

第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
変
更
担
保
提
供
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
二
十
条
第
七
項
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る

新
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項
（
新
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
二
条
第
一
項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請

書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し
た
旧
法
第
三
十
九
条
第
三
十
項
（
旧
法
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
四

十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
二
条
第
一
項
（
旧
法
第
四
十
五
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
新
規
則
第
二
十
二
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る
新
法

第
四
十
二
条
第
四
項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手
続

関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届
出
書
、
新
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
補
完
期
限
延
長
届
出
書
又
は
新
法
第
四
十
二
条
第
二
十
三

項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す

る
収
納
関
係
措
置
期
限
延
長
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し
た
旧
法
第
四
十
二
条
第
四
項
（
旧
法

第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
提
出
期
限
延
長
届

出
書
、
旧
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
（
旧
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
補
完
期
限
延
長
届
出
書
又
は
旧
法
第
四
十
二
条
第
二
十
三
項
（
旧
法
第
四
十
五
条
第
二

項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
収
納
関
係
措
置
期
限
延
長

届
出
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
新
規
則
第
二
十
二
条
第
九
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
並
び
に
第
三
十
条
第
八
項

及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る
新
法
第
四
十
二
条
第
二
十
七
項
（
新
法
第

四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
届
出
書
、
施
行
令
第

二
十
条
第
二
項
の
書
類
又
は
新
法
第
四
十
三
条
第
五
項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の

二
第
二
項
若
し
く
は
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出

し
た
旧
法
第
四
十
二
条
第
二
十
七
項
（
旧
法
第
四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
届
出
書
、
施
行
令
第
二
十
条
第
二
項
の
書
類
又
は
旧
法
第
四
十
三
条
第
五
項
（
旧
法
第

四
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
第
二
項
、

22



第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項

の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
新
規
則
附
則
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
（
新
規
則
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
新
規
則
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
届
出
書
又
は
新
規
則
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
に
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
出
書
又
は
旧
規
則
附
則
第
八
項
（
旧
規
則
附
則
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
管
理
処
分
不
適
格
財
産
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
新
規
則
第
二
十
一
条
第
八
項
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日
以
後
に
提
出
さ
れ
る
新
法
第

四
十
二
条
第
一
項
（
新
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第

二
項
の
申
請
書
に
係
る
物
納
の
許
可
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
さ
れ
た
旧
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
旧

法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
に
係
る

物
納
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
調
書
提
出
の
限
度
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
新
規
則
第
三
十
条
第
三
項
（
第
五
号
ロ
（
３
）
及
び
（
４
）
並
び
に
ハ
（
４
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
新
法
第
五
十
九
条
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生

ず
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
新
規
則
附
則
第
七
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
日
以
後
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
す
る
財

産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
の
記
載
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十

八
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
申
告
書
、
相
続
税

法
施
行
令
第
四
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
又
は
同
令
第
四
条
の
十
六
第
三

項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
（
以
下
「
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告

書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
る
者
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に

提
出
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
月
一
日
以
後
に
こ
れ
ら
の
申
告
書

を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
者
が
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
受
理
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に

つ
い
て
適
用
す
る
。

（
相
続
税
の
申
告
書
に
添
付
す
る
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
告
書
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
係
る
同
法
第
一
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
期

限
後
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
提
出
し
た
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
以
後
に
相
続
税
法
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に

お
け
る
相
続
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
財
務
省
令
第
二
十
四
号
）
附
則
第
二
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第

十
六
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
写
し
」
と
あ
る
の
は
、
「
写
し
又
は
当
該
写
し

を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の
」
と
す
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
新
規
則
第
四
号
書
式
は
、
施
行
日
以
後
に
提
出
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
し
た
障
害
者
非
課
税
信
託
に
関
す
る
異
動
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
四
号
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
四
号
書
式
に
定
め
る
申
告
書
を
も
っ

て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
財
務
省
令
第
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
相
続
税
法
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
、
同
令
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正

規
定
、
同
令
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
令
第
一
号
書
式
の
改
正
規
定
、
同
令
第
二
号
書
式
の
改
正
規

定
、
同
令
第
三
号
書
式
の
改
正
規
定
、
同
令
第
四
号
書
式
か
ら
第
八
号
書
式
ま
で
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
九

号
書
式
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定
　
令
和
元
年
七
月
一
日

二
　
次
に
掲
げ
る
規
定
　
令
和
二
年
一
月
一
日

イ
　
第
一
条
中
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
次
条
の
規
定

ロ
　
第
二
条
の
規
定

三
　
第
一
条
中
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
四
を
同
令
第
十
二
条
の
七
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
十
二
条

の
三
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
十
二
条
の
六
と
す
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
十
二

条
の
二
を
同
令
第
十
二
条
の
五
と
し
、
同
令
第
十
二
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
　
令
和
二
年
四
月

一
日

（
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
の
添
付
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規

定
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
以
後
に
贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
贈
与
に
よ
り

取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
二
号
書
式
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
相
続
に
係
る
相
続
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
九
十
八
号
。
以
下
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
相
続

税
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
十
四
第
一
項
の
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

提
出
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た

相
続
に
係
る
改
正
令
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
十
四
第
一
項

の
遺
留
分
に
よ
る
減
殺
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
提
出
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
取
消

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
三
号
書
式
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
相
続
に
係
る
新
令
第
四
条
の
十
五
第
一
項
の

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
提
出
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に
係
る
旧
令
第
四
条
の
十
五
第
一
項
の
遺
留
分
に
よ
る
減
殺
の
請

求
が
あ
っ
た
場
合
に
提
出
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
非
課
税
信
託
廃
止
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
新
規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
九
号
書
式
ま
で
の
書
式
は
、
当
分
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続

税
法
施
行
規
則
の
相
当
の
規
定
に
定
め
る
申
告
書
又
は
調
書
に
、
新
規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
九
号
書
式
ま
で
の

書
式
に
準
じ
て
、
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
財
務
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
財
務
省
令
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
担
保
提
供
関
係
書
類
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
二
十
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
に
提
出
す
る
相
続
税
法
第
三
十
九
条
第
一
項

（
同
条
第
二
十
九
項
又
は
同
法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
担
保
提
供

関
係
書
類
又
は
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
物
納
手
続
関
係
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し
た
当
該
担
保
提
供
関
係
書
類
又
は
当
該
物

納
手
続
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
次
条
の
規
定
　
令
和
三
年
十
月
一
日

二
　
第
三
十
条
第
九
項
の
改
正
規
定
（
「
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同

条
第
十
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
を

一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
　
令
和
四
年
一
月
一
日

（
調
書
の
提
出
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
十
項
第
二
号
に
定
め
る
方

法
に
よ
り
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
記
載
事
項
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
前
に
お
い
て

も
、
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
令
和
三
年
財
務
省
令
第
三
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

そ
の
届
出
そ
の
他
必
要
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
は
、
同
日
に
お
い
て

新
規
則
第
三
十
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行

規
則
第
一
号
書
式
か
ら
第
四
号
書
式
ま
で
に
定
め
る
申
告
書
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第
十
項
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
第
九
号
書
式
の
改
正
規
定

並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
　
令
和
五
年
一
月
一
日

二
　
附
則
第
七
項
第
三
号
の
改
正
規
定
　
令
和
六
年
一
月
一
日

（
調
書
の
提
出
を
要
し
な
い
事
由
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
七
項
第
一
号
の
規
定
は
、

令
和
五
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
ず
る
場
合
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
当
該
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
書
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
規
則
第
九
号
書
式
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
税
法
第
五
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事

由
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
調
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
当
該
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
提
出

す
る
調
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
九
号
書
式
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
九
号
書
式
に
定
め
る
調
書
を
も
っ
て

こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
一
条
の

六
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
二
十
九
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
十
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
等
の
記
載
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
相
続
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
並

び
に
第
二
項
第
三
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に

贈
与
（
贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
財
産
を
取
得
す
る

者
（
当
該
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
相
続
税
法
第
二
十
一
条
の

十
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
相
続
人
）
が
提
出
す
る
新
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者

（
当
該
者
の
相
続
人
が
同
法
第
二
十
一
条
の
十
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
相
続
人
）

が
提
出
す
る
改
正
前
の
相
続
税
法
施
行
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
選
択
届
出
書

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
規
則
第
十
二
条
第
一
号
、
第
十
三
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

は
、
施
行
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
又
は
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
又
は
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
二
九
日
財
務
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
三
〇
日
財
務
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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第
一
号
書
式

第一号書式（昭50蔵令10・追加、平元蔵令43・平19財令14・平25財令18・平26財令49・平31財令8・令元財令1・令3財令17・一部改正）障害者非課税信託申告書税務署長殿令和年月日ふりがな氏名住所又は居所受益者（特定障害者）個人番号特別障害者又は1特別障害者特別障害者以外の特定障害者の21以外の特定障害者別ふりがな氏名代理人住所又は居所別添の特定障害者扶養信託契約に基づき下記の通り信託される財産に係る信託受益権につき相続税法第21条の4第1項の規定の適用を受けたいので、この旨申告します。氏名委託者住所又は居所名称営業所等受託者法人番号所在地所在地信託財産の所在信託財産の種類構造・数量等場所信託受益権の価額等信託受益権受益権の内信託年月日記号番号の価額容信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けようとする部分の価額信託財産の信託年月日種類他の信託受益権について申告書信託受益権を提出している受託者の営業所等の受理の価額場合年月日非課税の適用を受けた部分の価額信託受益権の非課税価額の合計額（用紙日本産業規格A4）備考一この申告書は、相続税法第21条の4第1項に規定する特定障害者扶養信託契約（以下第四号書式までにおいて「特定障害者扶養信託契約」という。）に基づいて当該信託契約に係る財産（以下第四号書式までにおいて「信託財産」という。）の信託がされることにより同項に規定する信託受益権（以下第四号書式までにおいて「信託受益権」という。）を有することとなる同項に規定する特定障害者（以下第四号書式までにおいて「特定障害者」という。）が、当該信託受益権について同項の規定の適用を受けようとする場合に、当該財産の信託がされる日までに、当該財産の信託がされる同項に規定する受託者の営業所等（以下第四号書式までにおいて「受託者の営業所等」という。）を経由し、納税地の所轄税務署長に提出すること。二この申告書の記載の要領は、次による。1「受益者（特定障害者）」、「代理人」及び「委託者」の欄のイ「氏名」及び「住所又は居所」の項は、この申告書を作成する日の現況により記載すること。ロ「個人番号」の項には、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号を記載すること。2「受益者」の欄の「特別障害者又は特別障害者以外の特定障害者の別」の項は、この申告書を提出する特定障害者の特別障害者又は特別障害者以外の特定障害者の別に応じ、該当する事項を〇で囲むこと。3「受託者」の欄のイ「営業所等」の項には、「何信託銀行何支店」のように記載すること。ロ「法人番号」の項は、当該受託者の営業所等の長が当該受託者の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載すること。4「信託受益権の価額等」の欄のイ「信託財産の種類」の項には、3により記載した受託者の営業所等において当該特定障害者扶養信託契約に基づいて信託される信託財産の金銭、有価証券、金銭債権、立木、立木の生立する土地、貸付不動産又は受益者の居住用不動産の区別を記載すること。ロ「信託財産の所在場所」の項には、有価証券についてはその保管場所、金銭債権についてはその債務者の氏名若しくは名称及び住所、立木についてはその生立する場所、不動産についてはその所在地を記載すること。ハ「構造・数量等」の項には、有価証券については、国債、社債のようにその種別及び口数を、金銭債権については、預金、貸付金、資産の譲渡代金に係る債権のようにその種別を、立木については、その樹種及び容積を、不動産については、土地の地目、用途及び面積又は建物の構造、用途及び延床面積を記載すること。ニ「信託受益権の価額」の項には、当該受益権につき相続税法第22条から第26条までの規定により評価した価額を記載すること。ホ「信託年月日」の項には、信託財産が信託される年月日を記載すること。へ「記号番号」の項には、信託証書の記号及び番号を記載すること。5「信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けようとする部分の価額」の欄には、当該信託受益権の価額のうち、この申告書の提出により相続税法第21条の4第1項の規定の適用を受けようとする部分の価額を記載すること。6「他の信託受益権について申告書を提出している場合」の欄には、この申告書の提出前に、この申告書に記載した信託受益権以外の信託受益権（以下「他の信託受益権」という。）について障害者非課税信託申告書を提出して法第21条の4第1項の規定の適用を受けている場合に、当該他の信託受益権について記載すること。この場合において、当該他の信託受益権につき相続税法施行令第4条の14第2項に規定する障害者非課税信託取消申告書が提出されているときは、当該信託受益権の価額のうち同条第3項の規定により法第21条の4第1項の規定の適用を受けた部分の価額に含まれないものとされた価額（以下「非課税取消額」という。）があるときは、「非課税の適用を受けた部分の価額」の欄には当該他の信託受益権につき当該障害者非課税信託申告書の提出により相続税法第21条の4第1項の規定の適用を受けた部分の価額から当該非課税取消額を控除した額を記載するとともに、当該非課税取消額を「非課税取消分」の表示をして外書すること。7「信託受益権の非課税価額の合計額」の欄は、最初にこの申告書を提出する場合には、上記5により「信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けようとする部分の価額」の欄に記載した金額を記載し、既に他の信託受益権について障害者非課税信託申告書を提出して法第21条の4第1項の規定の適用を受けている場合には、当該記載した金額と上記6により「他の信託受益権について申告書を提出している場合」の「非課税の適用を受けた部分の価額」の欄に記載した金額との合計額を記載すること。
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第
二
号
書
式

第二号書式（昭50蔵令10・追加、平元蔵令43・平19財令14・平25財令18・平26財令49・平31財令8・令元財令1・令3財令17・一部改正）障害者非課税信託取消申告書税務署長殿令和年月日ふりがな氏名受益者（特定障害者）住所又は居所個人番号ふりがな氏名代理人住所又は居所下記の事情により、既に提出した障害者非課税信託申告書に係る特定障害者扶養信託契約に基づき下記の通り信託されている財産に係る信託受益権の価額が減少し、又は当該信託受益権の価額の一部に相当する額の金銭を支払うべきことが確定したので、この旨申告します。氏名委託者住所又は居所名称営業所等受託者法人番号所在地所在地信託受信託財産の種類構造・数量等信託年月日益権の非課税の適用を受けた部分の価額既に提出した障価額害者非課税信託申告書に係る信託受益権等取消し又は遺構造・留分侵非課税信託財産の種類信託受益権減価額取消しに係る信数量等害額の取消額託財産等又は支請求の払うべき金銭の年月日額等信託受益権の価受託者の営業所等の額が減少し、又受理年月日は遺留分侵害額の請求がされることとなつた事情の詳細（摘要）（用紙日本産業規格A4）備考一この申告書は、既に提出した障害者非課税信託申告書に係る特定障害者扶養信託契約に基づいて信託された財産の一部について信託法第11条第1項の規定による取消権の行使があつたこと（以下この書式において「取消し」という。）により当該特定障害者扶養信託契約に基づいて信託された信託受益権の価額が減少することとなつた場合又は当該特定障害者扶養信託契約に基づく信託が遺留分を侵害するものとして行われた遺留分侵害額の請求に基づき当該信託受益権の価額の一部に相当する額の金銭を支払うべきことが確定した場合に、当該障害者非課税信託申告書を提出した特定障害者が、遅滞なく、現に当該信託に関する事務を取り扱う受託者の営業所等を経由し、納税地の所轄税務署長に提出すること。二この申告書の記載の要領は、次による。1「受益者（特定障害者）」、「代理人」及び「委託者」の欄のイ「氏名」及び「住所又は居所」の項は、この申告書を作成する日の現況により記載すること。ロ「個人番号」の項には、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号を記載すること。2「受託者」の欄のイ「営業所等」の項には、この申告書を作成する日において上記一の当該信託に関する事務を取り扱つている受託者の営業所等を「何信託銀行何支店」のように記載すること。ロ「法人番号」の項は、当該受託者の営業所等の長が当該受託者の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載すること。3「既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信託受益権等」の欄のイ「信託財産の種類」、「構造・数量等」、「信託年月日」及び「信託受益権の価額」の項には、上記一の当該障害者非課税信託申告書の「信託受益権の価額等」の欄の「信託財産の種類」、「構造・数量等」、「信託年月日」及び「信託受益権の価額」の項に記載したものを記載すること。ロ「非課税の適用を受けた部分の価額」の項には、上記一の当該障害者非課税信託申告書の「信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けようとする部分の価額」の欄に記載したものを記載すること。4「取消しに係る信託財産等又は支払うべき金銭の額等」の欄のイ「信託財産の種類」の項には、上記一の特定障害者扶養信託契約に基づいて信託された財産で、取消しがあつたもの（以下この書式において「取消しに係る信託財産」という。）について、「既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信託受益権等」の欄の「信託財産の種類」の項の記載の例に従つて記載すること。ロ「構造・数量等」の項には、取消しに係る信託財産につき、その取消しの直前における現況を記載すること。この場合、取消しに係る信託財産の「構造・数量等」が上記二3により記載した「既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信託受益権等」の欄の「構造・数量等」の項に記載したところと異なるときは、その理由を「摘要」の欄に記載すること。ハ「信託受益権減価額」の項には、取消しに係る信託財産に係る信託受益権の価額（当該取消しに係る信託財産が信託された時において相続税法第22条から第26条までの規定により評価した価額をいう。）又は上記一の遺留分侵害額の請求に基づき支払うべきことが確定した金銭の額を記載すること。ニ「非課税取消額」の項には、「既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信託受益権等」の欄の「非課税の適用を受けた部分の価額」の項に記載した信託受益権の価額の合計額と「取消しに係る信託財産等又は支払うべき金銭の額等」の欄の「信託受益権減価額」の項に記載した信託受益権減価額の合計額とのうち、いずれか少ない価額を記載すること。5「信託受益権の価額が減少し、又は遺留分侵害額の請求がされることとなつた事情の詳細」の欄には、上記一の特定障害者扶養信託契約に基づいて信託された財産の一部について取消し又は遺留分侵害額の請求の行われる基因となつた事情の詳細を記載すること。6取消しに係る信託財産が立木又は不動産である場合には、当該立木又は不動産の所在場所を「摘要」の欄に記載すること。
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第
三
号
書
式

第三号書式（昭50蔵令10・追加、平元蔵令43・平25財令18・平26財令49・平31財令8・令元財令1・令3財令17・一部改正）障害者非課税信託廃止申告書税務署長殿令和年月日ふりがな氏名受益者（特定障害者）住所又は居所個人番号ふりがな氏名代理人住所又は居所下記の事情により、既に提出した障害者非課税信託申告書に係る特定障害者扶養信託契約に基づき下記の通り信託されていた財産に係る信託受益権がなくなり、又は当該信託受益権の価額に相当する額の金銭を支払うべきことが確定したので、この旨申告します。氏名委託者住所又は居所名称営業所等受託者法人番号所在地所在地信託財産の種類信託財産の所在場所構造・数量等既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信信託受益権受益権の信託年月日記号番号託受益権等の価額内容信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けていた部分の価額受託者の営業所等の受理年月日信託受益権がなくなり、又は遺留分侵害額の請求がされることとなつた事情の詳細（用紙日本産業規格A4）備考一この申告書は、既に提出した障害者非課税信託申告書に係る特定障害者扶養信託契約の締結に関する行為が無効であつたこと若しくは当該行為が取り消すことのできる行為であつたことにより取り消されたことにより当該障害者非課税信託申告書に記載された信託受益権がないこととなつた場合又は当該特定障害者扶養信託契約に基づく信託が遺留分を侵害するものとして行われた遺留分侵害額の請求に基づき当該信託受益権の価額に相当する額の金銭を支払うべきことが確定した場合に、当該障害者非課税信託申告書を提出した特定障害者が、遅滞なく、現に当該信託に関する事務を取り扱う受託者の営業所等を経由し、納税地の所轄税務署長に提出すること。二この申告書の記載の要領は、次による。1「受益者（特定障害者）」、「代理人」及び「委託者」の欄のイ「氏名」及び「住所又は居所」の項は、この申告書を作成する日の現況により記載すること。ロ「個人番号」の項には、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号を記載すること。2「受託者」の欄のイ「営業所等」の項には、この申告書を作成する日において上記一の当該信託に関する事務を取り扱つている受託者の営業所等を「何信託銀行何支店」のように記載すること。ロ「法人番号」の項は、当該受託者の営業所等の長が当該受託者の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載すること。3「既に提出した障害者非課税信託申告書に係る信託受益権等」の欄には、上記一の当該障害者非課税信託申告書の「信託受益権の価額等」の欄に記載したものを記載すること。4「信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けていた部分の価額」の欄には、上記一の当該障害者非課税信託申告書の「信託受益権の価額のうち非課税の適用を受けようとする部分の価額」の欄に記載した価額を記載すること。5「信託受益権がなくなり、又は遺留分侵害額の請求がされることとなつた事情の詳細」の欄には、上記一の特定障害者扶養信託契約の締結に関する行為が無効であつたこと若しくは当該行為が取り消すことのできる行為であつたこと又は当該契約に基づいて信託された財産の価額に相当する額の遺留分侵害額の請求がされることとなつた事情の詳細を記載すること。
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第
四
号
書
式

第四号書式（昭50蔵令10・追加、平元蔵令43・平25財令18・平26財令49・平30財令15・平31財令8・令元財令1・令3財令17・一部改正）障害者非課税信託に関する異動申告書税務署長殿令和年月日ふりがな氏名受益者（特定障害者）住所又は居所個人番号ふりがな氏名代理人住所又は居所下記の事項につき異動がありましたので申告します。異動事項異動前異動後受託者の営業所等の受理年月日（用紙日本産業規格A4）備考一この申告書は、障害者非課税信託申告書（障害者非課税信託に関する異動申告書を提出している場合には、当該異動申告書。以下この書式において同じ。）を提出している特定障害者が、次に掲げる場合に該当する場合に、遅滞なく、当該障害者非課税信託申告書に記載した受託者の営業所等を経由し、納税地（住所又は居所を変更したことにより納税地の異動があつた場合には、異動前の納税地）の所轄税務署長に提出すること。1障害者非課税信託申告書に記載した住所若しくは居所、氏名又は行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号（二1ロ及び3において「個人番号」という。）を変更した場合2障害者非課税信託申告書に記載した受託者の営業所等（以下この書式において「前の営業所等」という。）に関する事務の全部を当該受託者の前の営業所等以外の他の営業所等に移管することを依頼し、かつ、当該他の営業所等にその移管が行われた場合二この申告書の記載の要領は、次による。1「受益者（特定障害者）」及び「代理人」の欄のイ「氏名」及び「住所又は居所」の項は、この申告書を作成する日の現況により記載すること。ロ「個人番号」の項には、個人番号の変更をした場合又は一2の場合に該当する場合に、個人番号を記載すること。なお、一1の場合（個人番号の変更をした場合を除く。）に該当してこの申告書が提出されたときは、この申告書を受理した受託者の営業所等の長が受益者の個人番号を付記すること。2「異動事項」の項には、「住所」、「居所」、「氏名」、「個人番号」又は「受託者の営業所等」のようにその異動事項を記載すること。3「異動前」の項には、変更前の住所、居所、氏名、個人番号又は受託者の営業所等の所在地及び名称等を、「異動後」の項には、変更後の住所、居所、氏名、個人番号又は受託者の営業所等の所在地及び名称等を、それぞれ記載すること。
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第
五
号
書
式

第五号書式（昭37蔵令29・全改、昭39蔵令14・昭40蔵令14・昭40蔵令29・昭46蔵令12・一部改正、昭50蔵令10・旧第一号書式繰下、平元蔵令43・平22財令14・平26財令49・平27財令24・平31財令8・令元財令1・一部改正）生命保険金・共済金受取人別支払調書氏名又は名称保険金等受取人個人番号又は法人番号氏名又は名保険契約者等称住所（居所）（又は保険料又は所在地等払込人）個人番号又は法人番号被保険者等氏名又は名称直前の保険契約者等増加又は割増保険貸付金額、同未収保険金額等未払利益配当金等金額等利息千円千円千円千円前納保険料等払戻差引支払保険金額未払込保険料等既払込保険料等金等千円千円千円千円（内）保険事故（摘要）等保険事故等の発生年月日年月日保険等の種類契約者変保険金等の支払年月日年月日更の回数（令和年月日提出）所在地保険会社等名称法人番号（用紙日本産業規格A6）備考一保険金等受取人及び保険契約者等（又は保険料等払込人）の個人番号又は法人番号欄には、当該保険金等受取人及び保険契約者等（又は保険料等払込人）の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号又は同条第15項に規定する法人番号を記載すること。二保険事故等欄には、死亡、満期、解約等保険金又は共済金（これらに係る解約返戻金を含み、退職手当金等として支給されるものを除く。以下同じ。）の支払事由を記載すること。三解約の場合には、解約返戻金相当額を保険金額等欄に記載すること。四契約者以外の者が保険料又は共済掛金の払込みをしていることの明らかなものについては、保険契約者等欄に保険料払込人又は共済掛金払込人を記載し、七の契約者の変更に関する事項は、保険料払込人又は共済掛金払込人の変更について記載すること。五相続税法第3条第1項第1号に規定する生命保険契約に基づき分配又は割戻しを受けた剰余金又は割戻金があるときは、当該剰余金又は割戻金の金額を控除した既払込保険料等の金額を既払込保険料等欄に記載すること。六保険金又は共済金を年金として支払うものについては、当該保険金又は共済金につき相続税法第24条の規定により評価した金額を保険金額等欄に、当該保険金又は共済金を年金として支払うものである旨及びその評価の根拠その他参考となるべき事項を摘要欄に、それぞれ記載すること。七契約者の変更（死亡に伴い行われるものを除く。1及び3において同じ。）があつた場合の記載の要領は、次による。1直前の保険契約者等欄に、当該契約者の変更（当該契約に係る契約者の変更が2回以上行われた場合には、最後の契約者の変更）前の契約者の氏名又は名称及び住所若しくは居所又は本店若しくは主たる事務所の所在地を記載すること。2既払込保険料等欄の内書に、当該契約に係る現契約者が払い込んだ保険料又は共済掛金の額を記載すること。3契約者変更の回数欄に、当該契約に係る契約者の変更が行われた回数を記載すること。八保険会社等の法人番号欄には、一に規定する法人番号を記載すること。九合計表をこの様式に準じて作成し添付すること。
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第
六
号
書
式

第六号書式（昭46蔵令12・全改、昭50蔵令10・旧第一号の二書式繰下、平26財令49・平27財令24・平31財令8・一部改正）損害（死亡）保険金・共済金受取人別支払調書氏名又は名称保険金等受取人個人番号又〇は法人番号住所氏名又は名保険契約者（居所）称等（又は保又は険料等払込所在地個人番号又人）は法人番号被保険者等氏名又は名直前の保険称契約者等保険金額等既払込保険料等円円（内）保険事（摘要）故等保険事故等の発生年月日年月日保険等の種類契約者保険金等の支払年月日年月日変更の〇（年月日提出）回数所在地保険会社等名称法人番号（用紙日本産業規格A6）備考一保険金等受取人及び保険契約者等（又は保険料等払込人）の個人番号又は法人番号欄には、当該保険金等受取人及び保険契約者等（又は保険料等払込人）の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号又は同条第15項に規定する法人番号を記載すること。二保険事故等欄には、保険金又は共済金（これらに係る解約返戻金を含む。）の支払事由を記載すること。三解約の場合には、解約返戻金相当額を保険金額等欄に記載すること。四契約者以外の者が保険料又は共済掛金の払込みをしていることの明らかなものについては、保険契約者等欄に保険料払込人又は共済掛金払込人を記載し、六の契約者の変更に関する事項は、保険料払込人又は共済掛金払込人の変更について記載すること。五保険金又は共済金を年金として支払うものについては、当該保険金又は共済金につき相続税法第24条の規定により評価した金額を保険金額等欄に、当該保険金又は共済金を年金として支払うものである旨及びその評価の根拠その他参考となるべき事項を摘要欄に、それぞれ記載すること。六契約者の変更（死亡に伴い行われるものを除く。1及び3において同じ。）があつた場合の記載の要領は、次による。1直前の保険契約者等欄に、当該契約者の変更（当該契約に係る契約者の変更が2回以上行われた場合には、最後の契約者の変更）前の契約者の氏名又は名称及び住所若しくは居所又は本店若しくは主たる事務所の所在地を記載すること。2既払込保険料等欄の内書に、当該契約に係る現契約者が払い込んだ保険料又は共済掛金の額を記載すること。3契約者変更の回数欄に、当該契約に係る契約者の変更が行われた回数を記載すること。七昭和46年3月31日以前に契約が締結されたものについては、契約の締結年月日を摘要欄に記載すること。八保険会社等の法人番号欄には、一に規定する法人番号を記載すること。九合計表をこの様式に準じて作成し添付すること。
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第
七
号
書
式

第七号書式（昭37蔵令29・全改、昭40蔵令29・昭46蔵令12・一部改正、昭50蔵令10・旧第二号書式繰下・一部改正、平元蔵令43・平13財令55・平14財令10・平26財令49・平31財令8・令元財令1・一部改正）退職手当金等受給者別支払調書氏名受給者個人番号住所〇氏名退職者個人番号退職手当金等の給与退職手当金等の種類退職年月日金額円年月日受給者と退職者との退職時の地位職務支払年月日続柄年月日（摘要）（令和年月日提出）営業所又は事務所等の名称又は氏名支払者所在地〇個人番号又は法人番号（用紙日本産業規格A6）備考一受給者及び退職者の個人番号欄には、当該受給者及び退職者の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号を記載すること。二退職手当金等の種類欄には、退職金、功労金、確定給付企業年金規約、企業型年金規約、個人型年金規約、適格退職年金契約又は共済契約に基づく年金又は一時金その他の年金又は一時金の名称を記載すること。三退職手当金等を年金として支給するものについては、当該退職手当金等につき相続税法第24条の規定により評価した金額を退職手当金等の給与金額欄に、当該退職手当金等を年金として支給するものである旨及びその評価の根拠その他参考となるべき事項を摘要欄に、それぞれ記載すること。四退職者の死亡年月日を摘要欄に記載すること。五支払者の個人番号又は法人番号欄には、当該支払者の一に規定する個人番号又は行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載すること。
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第
八
号
書
式

第八号書式（平27財令24・追加、平31財令8・一部改正）保険契約者等の異動に関する調書新保険契約者等住所氏名（居所）死亡した保険契約者等又は〇又は名称所在地被保険者等死亡した保険契約者等の解約返戻金相当額既払込保険料等の総額払込保険料等円円円（摘要）1保険契約者等の死亡日保険契約者等評価日年月日の死亡日2契約者変更の効力発生日〇保険等の契約者変更の年月日効力発生日種類（年月日提出）所在地保険会社等名称法人番号（用紙日本産業規格A6）備考一新保険契約者等の欄には、生命保険契約又は損害保険契約（共済契約を含む。）の契約者の死亡に伴う当該契約の契約者の変更（以下「契約者変更」という。）の手続をした場合における当該契約者変更後の契約者の氏名又は名称及び住所若しくは居所又は所在地を記載すること。二死亡した保険契約者等の欄には、契約者変更前の契約者の氏名及び住所又は居所を記載すること。三解約返戻金相当額の欄には、二の契約者の死亡日又は契約者変更の効力発生日のいずれかの日（以下「評価日」という。）において当該契約を解約するとしたならば支払われるべき解約返戻金の金額を記載すること。四評価日の欄には、三の解約返戻金相当額に係る評価日に対応する番号を〇で囲むこと。五保険会社等の法人番号欄には、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第2条第15項に規定する法人番号を記載すること。六合計表をこの様式に準じて作成し添付すること。  

第
九
号
書
式第九号書式 

信託に関する受益者別(委託者別)調書 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

受 益 者 

住 所

(居所)

又 は

所在地 

 氏名又は名

称 

  

個人番号又

は法人番号 

 

特定委託者 

 氏名又は名

称 

 

個人番号又

は法人番号 

 

委 託 者 

 氏名又は名

称 

 

個人番号又

は法人番号 

 

信託財産の種類 信託財産の所在場所 構造・数量等 
信 託 財 産 の

価額 

    

信託に関する権

利の内容 
信託の期間 提出事由 

提出事由の生

じた日 
記 号 番 号 

 自 ・ ・ 

至 ・ ・ 

 
・  ・ 

 

(摘要) 

(令和  年  月  日提出) 

受
託
者 

所在地又は住所(居所) (電話)      

営 業 所 の 所 在 地 等 (電話)      

名 称 又 は 氏 名  

法人番号又は個人番号  

 

(用紙 日本産業規格 A6) 

 備考 

  一 「受益者」、「特定委託者」及び「委託者」の欄の「個人番号又は法人番号」の

項には、当該受益者、特定委託者及び委託者の行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律第2条第5項に規定する個人番号又は同条第15

項に規定する法人番号を記載すること。 

  二 「特定委託者」の欄には、相続税法第9条の2第5項に規定する特定委託者に関する

事項を記載する。ただし、この調書を四3に掲げる場合に該当することにより提出す

るときには、信託法第182条第1項第2号に規定する帰属権利者(以下「帰属権利者」

という。)又は同法第177条に規定する清算受託者に関する事項を記載するものとす

る。 
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  三 「信託財産の価額」の欄には、信託財産に属する財産を相続税法第22条から第25

条までの規定により評価した価額(当該財産のうちこれらの規定により評価するこ

とが困難であるものについては、当該財産の見積価額。五7において同じ。)の合計

額を記載する。 

  四 「提出事由」の欄には、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定める事由

を記載する。 

   1 相続税法第59条第3項第1号に規定する信託の効力が生じた場合 効力発生 

   2 相続税法第59条第3項第2号に規定する受益者等が変更された場合 受益者変更 

   3 相続税法第59条第3項第3号に規定する信託が終了した場合 信託終了 

   4 相続税法第59条第3項第4号に規定する信託に関する権利の内容に変更があつた場

合 権利内容変更 

  五 摘要欄には、次に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ次に定める事項を記載す

る。ただし、7の場合において、7に規定する従前信託について信託に関する受益

者別(委託者別)調書を提出しているとき、又は当該従前信託以外の信託に関する

受益者別(委託者別)調書で摘要欄に当該7に規定する従前信託に係る7イからハま

での事項を記載したものを提出しているときは、この限りでない。 

   1 受益者又は特定委託者が存しない場合 その存しない理由 

   2 相続税法第9条の3第1項に規定する受益者連続型信託の場合 その旨、その条件

及びその期限並びに新たに信託に関する権利を取得する者又は同項の受益者指定

権等を有する者の名称又は氏名及び所在地又は住所若しくは居所 

   3 法人税法第2条第29号の2に規定する法人課税信託である場合 その旨 

   4 信託法第182条第1項第1号に規定する残余財産受益者又は帰属権利者の定めがあ

る場合 その旨、これらの者の名称又は氏名及び所在地又は住所若しくは居所並び

に一に規定する法人番号又は個人番号 

   5 この調書を四2又は3に掲げる場合に該当することにより提出するとき 変更前

(終了直前)の受益者又は特定委託者の名称又は氏名及び所在地又は住所若しく

は居所 

   6 この調書を四4に掲げる場合に該当することにより提出するとき 「信託財産の

種類」、「信託財産の所在場所」、「構造・数量等」、「信託財産の価額」、「信

託に関する権利の内容」及び「信託の期間」の欄に係る変更のあつた事項について

の変更前の内容 

   7 その年の1月1日からその信託につき四1から4までに定める事由が生じた日の前日

までの間に当該信託と受益者(受益者としての権利を現に有する者の存しない信託

にあつては、委託者。)が同一である他の信託(以下「従前信託」という。)につい

て当該事由が生じていた場合で、当該信託の信託財産に属する財産を相続税法第22

条から第25条までの規定により評価した価額と当該従前信託の信託財産に属する

財産をこれらの規定により評価した価額との合計額が50万円を超えることとなる

ことからこの調書を提出することとなつたとき 当該従前信託に係るイからハまで

に掲げる事項 

    イ 委託者及び特定委託者の名称又は氏名及び所在地又は住所若しくは居所(委託

者別の調書の場合には、委託者に係る事項を除く。) 

    ロ 信託財産の種類、信託財産の所在場所、構造・数量等、信託財産の価額、信

託に関する権利の内容及び信託の期間(提出事由が四4に定める事由である場合

にあつては、信託に関する権利の内容の変更前後のこれらの事項)並びに提出事

由、提出事由の生じた日及び記号番号 

    ハ 1から6までに定める事項 

  六 受託者の「所在地又は住所(居所)」の欄には受託者の本店若しくは主たる事務所

の所在地又は住所若しくは居所を、「営業所の所在地等」の欄には受託者が信託の

引受けをした営業所、事務所その他これらに準ずるものの所在地を、「法人番号又

は個人番号」の欄には受託者の一に規定する法人番号又は個人番号を記載する。 

  七 合計表をこの様式に準じて作成し添付すること。 
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